
P
東京国立文化財研究所要覧

191

1
-
1
5ー

齢

日召 禾046角 三度



美 術 部 庁 舎



庶 務 課 ・保 存 科学 部 庁 舎



● ●

芸能部 ・保存科学部庁舎

晃__一 一一一



東京国立文化財研究所建物所在図

蝋
ゆ

京

＼
h

O

東
大
測

ペ ノ
国会図書館
在野支部∠
＼/

上 野 公 園

/
C...一'

●

■

1

9
白

Q
り

美 術部庁舎

庶 務課 ・保存科学 部庁舎

芸 能 部 ・保存科学部庁舎

●

'



1沿 革

1設 立 の 経 緯

2年 表

3歴 代 所 長

皿 設立 目的と機構

1機 構

2職 種別予算定員

皿 土地 ・建物

1

2建 物 の平面図

Ⅳ 予 算

1歳 出 予 算

2

V

1研 究 活 動

(11美 術 部

A

B

C

D

E

目 次

敷地 ・建物の面積 ・構造一覧

科学研究費補助金交付決定額

研究活動及び事業

研究 ・調査活動の概要

研 究 題 目

研究 ・調査活動

主要研究業績

科学研究費題目

'

1

1

1

5

6

6

z

8

8

9

13

13

13

14

14

14

15

16

22

28

」



一

(2)芸 能 部

A

B

C

D

E

(3)保 存科学部

A

研 究 。調査活動の概要

研 究題 目

研究 ・調査活動

主要研究業績

科学研究費題目

32

32

37

40

42

42

45

50

56

59

59

60

60

60

61

61

62

62

63

65

67

68

,

B

C

D

E

F

2事

(1)出

A

B

C

D

E

F

(2)

131

(4)

研 究 。調査活動の概要

研 究 題 目

研究 ・調査活動

主要研究業績

科学研究費題目

受 託 研究

業

版

美 術 研究

日本美術年鑑

東大寺二月堂観音悔過

芸能の科学

保 存 科学

その他の出版物

公開学術講座

開所記念日行事

国際国内関係

■

M研 究施設 。設備

1蔵

2資

3機 器 ・

書

料

設 備

71

7i

71

73

ζ

、



●

1沿 革

1設 立 の 経 緯

2年 表

3歴 代 所 長

皿 設立 目的 と機構

1機 構

2職 種別予算定員

皿 土地 ・建物

1

2建 物 の 平面図

Ⅳ 予 算

1歳 出 予 算

2

v

1研 究 活 動

(1)美 術 部

A

B

C

D

E

目 次

敷地 ・建物の面積 ・構造一覧

科学研究費補助金交付決定額

研究活動及び事業

研究 ・調査活動の概要

研 究 題 目

研究 ・調査活動

主要研究業績

科学研究費題目

i

1

1

5

6

6

7

8

8

9

13

13

13

14

14

14

15

16

22

28



f21

(3)

芸 能 部

A

B

C

D

E

保存科学部

A

B

C

D

E

F

出

A

B

C

D

E

F

事

ω

2

(2)

(3)

(4)

研究 。調査活動の概要

研 究 題目

研究 ・調査活動

主要研究業績

科学研究費題目

研究 ・調査活動の概要

研 究題 目

研究 ・調査活動

主要研究業績

科学研究費題目

受託 研究

業

版

美 術 研究

日本美術年鑑

東 大 寺 二月 堂 観.r[コ悔 過

芸能の科学

保 存 科学

その他の出版物

公開学術講座

開所記念日行事

国際国内関係

M研 究施設 ・設備

1蔵

2資

3機 器 ・

書

料

設 備

32

32

37

40

42

42

45

50

56

59

59

60

60

60

61

61

62

62

63

65

6?

68

71

71

7i

73

D

■

o



4黒 田 記 念 室

5閲 覧 室

川員職

員

員

職

職

現

旧

-
↓

り
白

川規法係関皿

76

77

78

78

80

82
●

魅



1沿 革

鯛

1設 立の経緯

、・ 、 逸 ・..・

本研究所は,昭 和27年4月1日 発足 したのであるが,そ の前身であり母胎 ど懸ぢ3ヒ'

ものは,昭 和5年 に創設された帝国美術院附属美術研究所である。

の ド い に

この美術研究所は、大正13年7凡1蹄 国美術院長子爵黒田清輝の遺言にま りVIJr'

奨励事業のために出措 した盗金で遺呂執行人が選択決定した事業である。すなわち遺

言執行人代表伯爵樺山愛輔は,故 子爵の遺志に したがってこの資金で行なうべき事業

の選定を伯爵牧野伸顕に一任 した。牧野伯爵は帝国美術院長福原錬二郎および東京美

術学校長正木直彦とはかって諸方面の意見を徴し,ま たわが国美術上の必要に照らし

て次の事業を行なうこととした。

(1)美 術 に関する基礎的調査研究機関として美術研究所を設けること。

② 黒田子爵の作品を陳列 して同子爵の功績を記念すること。

{3)前 二項の目的を達するために適当な建物を造f`1すること。

(4)事 業成立のうえは一切これを政府に寄附すること。

■

a

2年 表

昭和元年12月 前記の事業を遂行するため委員会が設概され,東 京美術学校長正木直

彦が委員長に就任 し,美 術研究所事業について東京美術学校教授矢代幸雄,黒 田子

爵作品陳列について東京美術学校教授久米桂一郎 ・同岡田三郎助 ・同和田英作 ・同

藤島武二および大給近清,建 築造営について東京美術学校教授岡田信一郎,会 計事

務について遺言執行人打田伝吉を各委員として,」∫務を分掌進行させた。

昭和2年2月 美術研究所準備事業を開始した。

同年10月 東京市上野公園内に鉄筋コンクリート造,半 地階2階 建,延 面積1,192㎡ の

建物1棟 を起工 した。

同3年9月 前記の建物が竣工したので,美 術研究所開設のため必要な備品 ・図書・

1



写真等の研究資料を設備 し,ま た館内に黒田子爵記念室を設け,同 子爵の作品を陳

列 した。

同4年5月 遺言執行人代表者樺山愛輔は,建 物 ・設備 ・研究資料等一切の外に金15

万円をそえて帝国美術院長に寄附を願い出た。

同5年6月 鈴 日 勅令第125号 により帝国美術院に附属美術研究所が置かれ,東 京美

術学校長正木直彦が同研究所の主事に補せられた。

同年10月17日 美術研究所開所式を挙行 した。

同7年1月 美術研究所の研究成果発表機関誌として,定 期刊行物 「美術研究」を創

刊した。

同年4月18日 株式会社朝日新聞社より明治大1E美 術史編纂費として本年から向う5

ケ年間毎年5千 円,合 計2万5千 円を帝国美術院に寄附したいとの申出があった。

同年5月26日 帝国美術院はこの申出を受理 した。

明治大II三美術史編纂委員会規程を設け,美 術研究所は明治大正美術史の編纂に関す

る事務を行なうことになった。

同9年10月18日 毎 年10月18日 を開所記念日と定めた。

同10年1月28日 鉄 筋コンクリー ト造,2階 建,延 面積129㎡ の書庫が竣工した。

同年4月 「日本美術年鑑」の編纂事務を開始 した。

同年6月1日 勅令第148号 により美術研究所官制が公布された。

研究資料閲覧規程を制定 し,閲 覧事務を開始 した。

同12年6月24日 勅令第281号 により美術研究所官制中改正の件が公布され,従 来,

帝国美術院に附置されていたのを文部大臣の直轄に改められた。

同年11月29日 美術研究所長職務規程,美 術研究所事務分掌規程が制定された。

同13年2月12日 木造,平 家建,延 面積97㎡ の写真室1棟 が竣主した。

同19年8月10日 黒田清輝の作品,な らびに写真原版を東京都西多摩郡小宮村谷間家

倉庫に疎開した。

同20年5月28日 美術研究所の図書 ・諸資料全部を山形県酒田市本町1丁 目本間家倉

庫3棟 に疎開した。

同年7月 ～8月 酒田市本間家倉庫に疎開 した図書資料を爆撃の危険を避けるため,

さ らに酒田市外牧曽根村松沢世喜雄家倉庫 ・観音寺村村上家倉庫 ・大沢村後藤作之

2
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b

1沿 革

丞家倉庫にそれぞれ分散疎開 した。

同21年3月29日 酒 田市疎開中の図書 ・of111料等の東京向け発送を終了した。

同年4月4日 酒田市疎開中の図書 ・諸資料等が東京に到着 し引揚げを完了した。

同年4月16日 東 京都西多摩郡小宮村谷間家倉庫に疎開中であ ったF_n'c田清輝作品なら

びに写真原版の引揚げを完了した。

同22年5月3日 美術研究所官制が廃止され,国 立博物館官制が制定された。美術研

究所は同館の附属美術研究所となった。

同24年 本年度から科学研究¢憂により光学的方法による美術晶の鑑識に関する研究が

開始された。

同25年8月29日 文化財保a法 の制定に伴い,美 術研究所は文化財保漫委員会の附属

機関となった。

同26年1月31日X術 研究所組織規程(ll召和26年 文 化財保ii委 員会規則第5号)が 定

められ第一研究部 ・第二研究部 ・盗料部,庶 務室が置かれた。(昭 和25年8月29日

か ら過川)

同2了年4月1日 東京文化財研究所組織規程(昭 和27年 文 化財保護委員会規則 第4

号)が 定め られ,美 術部 ・芸術部 ・保存不斗学部 ・庶務室の3部1室 が置かれ,美 術

研究所組織規程が廃止された。

同年7刀1!.!芸 能部研究室として東京芸術大学 痔楽学部邦楽希斗教室2室 を同大学か

ら借川し,研 究を開始した。

同28年4月26日 保存科学部研究室は,国 立 博物館保存修理課保存技術研究室として

昭和22年 発足以来,東 京国立博物館地階の1f:に 置かれていたが,同 館構内の倉庫

132㎡ を 改造のうえ移転した。

同29年7月1日 東京文化財研究所組織規程の一部が改正され(昭 和29年 文化財保

護委員会規則第1号),東 京国立文化財研究所となった。

同32年3月28日 東京国立博物館構内に木造,外 部鉄網モルタル塗,平 家建,8㎡ の

保存科学部の薬品庫が竣工 した。'

同年11月30日 従来の2階 建it}:庫の うえに更に1階 を増築3階 建 とし,増 築分延面積

71㎡ が竣工した。

同34年4月30日 国立文化財研究所研究受託規看呈(文 化財保護委員会告示第14号)が

3



定められ,こ の年度か ら受託研究が開始された。

同36年9月16日 東 京国立文化財研究所組織規程の一部が改正され(昭 和36年 文 化財

保護委員会規則第1号),従 来 の庶務室は庶務課となった。

同37年3月31日 東京国立博物館構内に保存料学部庁舎として,鉄 筋コンクリー ト造

2階 建延面積663㎡ の建物1棟 が竣工した。

同年7月1日 東京国立文化財研究所組織規程の一部が改正され(昭 和37年 文化財保

護委員会規則第1号),新 たに保存科学部に修理技術研究室が置かれた、

同年7月20日 芸能部研究室は,保 存科学部庁舎の竣工に伴ない,旧 保存科学部庁舎

に移転 した。

同43年6月15日 文 部省設置法の一部が改正 され(昭 和43年 法律第99号),本 研究所

は文化庁附属機関となった。

同44年8月23日 保 存科学部庁舎に隣接して新営される別館庁舎(延1,950.41㎡)の

起工式が行なわれた。

同45年3月25日 前記の別館が竣工 したので,同 年5月26日 竣工式が行なわれた。

同45年4月22日 芸 能部は,別 館3階 に移転 した。

同45年5月8日 保存科学部は,別 館の地階～2階 に実験用機械類の移転据付を終 っ

た。

同45年6月29日 保存科学部庁舎の1階 の模様替工事に着手 し,同 年10月15日 工事が

終了した。

同年11月2日 所長および庶務課は,本 館から保存科学部庁舎の1階 に移転した。

(本館は,美 術部庁舎となる。)し たがって研究所の所在地表示は 「12番53号 」

を 「13番27号 」 と変更された。

同46年4月1日 保存科学部庁舎および別館の敷地2,658㎡ を東京国立博物館から所

属換された。

'

s
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皿 設立 目的と機構

東京国立文化財研究所は,文 化財に関する調査研究,資 料の作成及びその公表を行

なうことを目的として設立された文化庁の附属機関である。その機構等は次のとおり

であ る。

1機 構
●

所 」乏

庶務課

課長工

追術部

部長

課長補佐工鷺

専門 員

唱

一主任研究官

一

室

室

室

究

究

研

研

料

一

二

第

第

資

(庶 務 課)

職員の人事に関する事務 ・職員の福利

厚生に関する事務 ・公文書類の接受 ・

公印の管守及び庶務に関すること・経

費及び収入の予算,決 算その他会計に

関する事務 ・行政財産及び物品の管理

に関する事務・庁内の取締り

(美 術 部)

わが国の美術及び西洋美術・東洋美術

に関する調査研究及びその結果の公表

美術の研究に関する資料の作成 ・収

集 ・整理 ・保管 ・公表及び閲覧並びに

光学的方法による箕術の研究 黒田記

念室に関する肛務

保存科学部
部長

一演劇研究室

肖楽 舞踊

研究室
一郷土芸能

研究室

(芸 能 部)

演劇 ・ra楽 ・舞踊 ・郷土芸能及びその

保存に関する調査研究及びその結果の

公表

(保存科学部)

文化財及びその保存に関する化学的・

物理学的 ・生物学的調査研究並びにそ

の結果の公表 ・文化財の修理に関する

科学的 ・技術的調査研究及びその結果

の公表

6



皿設立目的と機構

2職 種別予算定員

●

区 分 45年 度 46年 度

指 定 職 1 i

所 長 1 1

行 政 職 ←う 13 13

課 長 1 1

課 長 補 佐 1 1

係 長 2 2

専 門 職 2 3

一 般 職 員
7 6

行 政 職 仁) 2 1

守 衛 1 一

技能 ・労務職員 1 1

研 究 職 32 32

部長等研究員 8 8

室長等研究員 6 8

研 究 員 18 16

合 計 48 47
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Ⅲ 土 地 ・建 物

本研究所の主な建物は,東 京都台東区上野公園12番53号 所在の本館と,上 野公園13

番27号 所在の保存科学部実験室および別館である。

土地は,本 館の敷地1,457㎡ 保存科学部実験室および別館の敷地2,658㎡ の計

4,115㎡ である。

なお,建 物の面績 ・構 造等は,次 のとお りである。

1建 物の面績 ・構造一 覧

Na 名 称
種目 ・

構造

建面積 建 築

年 月 日
Na 名 称

種目 ・

構造

建面積 建 築

年 月 日延面積 延面積

1 本 館

事務所建
RC.地 上
2階 ・地下
1階

㎡

46826
昭

3.8.30 6
渡 廊 下

(写場)

雑 屋 建

木造平家

㎡

20.26 昭

13.3.25
L192.72 20.26

2 書 庫
倉 庫 建

R(λ3階

64β3
〃10.1.25

(灘聯 7
車 庫

(現物置)

〃

27.96 〃

15.9.11
1:1 276

3

渡廊下

(書庫)

雑 屋 建

RC.平 家

4.13
〃10、1 .25 8

保存科学

部実験室

事務所建

RC。2階

3381
'ノ

37.3.284.13 68491

4

写 場 及

第1暗 室

雑 屋 建

木造平崖

・:1

〃13 .1.8 9 別 館

事務所建
RC。地下

1階地上3
階塔屋付

462.75
〃

45.3.25
・:1 1.96041

5

準備室及

第2暗 室

N 35.12
〃 ao

渡 廊 下

(別館)

雑 屋 建
鉄 骨 造
平 家

27.60
〃

35.12 ?.7.so

8
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m土 地 ・建 物

2建 物の平面 図(各 庁舎の縮尺不同)

美 術 部

(本 館)

書

庫

書

庫

譜

蹉
∵画

芸一ト＼
鰹 等

書

庫

瀦

匿r-
† 室1

」
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庶 務 課 ・保 存 科 学 部

課
長
室

庶 務 課

宿直室

交換室
i

手

洗

面 談 室

十
玄
+関

F
L..

下廊渡

冷
凍
機
室

用務貝室

己 室

所 長 室

c-一 ll皆)

プン噛フ

,
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皿 土 地 ・建 物

馬

芸能部 ・保存科学部

(別

て兎三薩y]
参

アイソトープ室

1＼

第3準 備室

(地 階)

i雑

×

第2修 理
ア トリエ

＼
[旺 渡

i

廊
下

ランプ ー

準備室第1準 備室 収 蔵 室

煩蒸室
゜

減圧室

i一

1修 理 化学処理 ア トリエ

トリエ

倉庫

×
i手
洗
響
第2生 物

研 究 室

一1

(一 階)

第3修 理 第2修 理
試 験 室 試 験 室 鑛樫 響

:::圃 蒋 顕分光計
室

保存科学
部 長 室

(二 階)
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0

演 劇
研 究 宛

郷土芸能

研 究 窒

音楽舞踊
研 究室

(舞台) 視聴室

_」
、

ヒ鯛 驚 室

一

ζ

録 ゴf室

一

封
周 芸能部長室
口

芸 能 部

図 、1}室
資 料 室

vま 幸
/＼ ≠ ヰ=

」 士ゴ嘗
r洗

階)(三

}:)( 屋
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Ⅳ 予 算

1.歳 出予 算 (単位 千円)

区 分 人 件 費 事 業 費 施設整備費 合 計

昭 和45年 度

昭 和46年 度

85,061

95,534

41,871

43,882

27,019

1,309

153951

140,725

2.科 学研究費補助金交付決定額 (単位千円)

区 分

一一般 研 究 奨励 研 究 総 合 研 究 合 計

件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額

昭 和45年 度

昭 和46年 度

7

7

3,000

16,120

2

1

210

140

2

1

2,500

1,400

11

9

5,710

17,660

昭 和46年 度 内 訳

研 究 題 目 研究者 金 額 摘 要

日本美術の主要作品に関する基礎的研究 関野 克
千円
11
一般研究

A

初期油彩画に関する科学的方法を含む美術史的研究 登石 健三 4,850
一般 研究

B

日本中国書道史における異体字の研究 田村 悦子 :11
一般研究

C

出士遺物の変壊生成物に関する考古学的研究 江本 義理 ?00 〃

語り物芸能の研究 横道菖里雄 700 〃

歌舞伎演技譜の研究 浦山 政雄 200
一般研究

D

公害環境における古美術品の実態調査 門倉 武夫 170 〃

能の脚本史の研究一 二場形式の成立について一 松本 雍 140
奨励研究
A

日本16・7世 紀に於ける絵画と工芸との相関

性の検討
中川 千咲 1,400

総合研究
A

13



V研 究活動及び事業

1研 究 活 動

(1)奨 術 部

美術部は日本 ・東洋の古美術,日 本の近代 ・現代美術とこれらに関連のある西洋美

術についての基礎的調査と専門的研究を行ない,そ の成果を公表するとともに,美 術

に関する研究資料を作成,収 集,整 理し,こ れ らの資料を一般研究者の利用にも供 し,

美術の学術研究のための資料センターの役割 も果 している。現在3室 に分かれ,古 美

術関係は第一研究室,近 代 ・現代 ・西洋美術関係は第二研究室,資 料関係は資料室が

担当する。

調査研究は美術部3室 所属研究員の専門領域を中心として実証的に進められている

が,学 界現下の動向を把握するとともに将来の趨勢を洞察し,方 法においても成果に

おいて も,基 礎的 ・先駆的役割を果 して,広 く永 く学界に寄与すべく努めている。そ

のため重要なる問題に蘭 しては共同研究を行ない,ま た当部独自の光学的 ・化学的研

究法を活用し,す でに多 くの成果を収めた。

これら業績は当部の機関誌 「美術研究」(昭 和7年 創刊,年6冊 発行)に 発表し,

大部の成果は随時単行の研究報告書 として刊行する。また毎年のわが国美術界全般に

わたる動向を調査し,客 観的資料の提供を主眼として,「 日本美術年鑑」を編纂発行

している。

研究資料の収集 ・作成などに関しては,当 部の前身たる美術研究所として発足以来,

調査研究とともに力をそそいで来たが,現 在それ らの資料の蓄積も多く,部 外研究者

広く海外の研究者のため,あ るいは文化財関係の事業等のためにも大きな寄与をして

いる。作成保有する資料公表の一として,定 期的には毎年,日 本 ・東洋古美術ならび

に近代 ・現代 ・西洋美術に関する雑誌論文および単行図書を分類集録した文献目録を

編纂 し,「 日本美術年鑑」に掲載している。古美術関係文献についてはさらに増補訂

正を加え一定 の年 次をまとめて既 に数冊刊行 したが,今 後もこれが継承に努めた

14

●

噸



5

ρ

V研 究活動及び事業

いo

以上のほか,調 査研究成果を簡潔に整理 した形で公表す るため,毎 年1回 公開学術

講座を開催 している。

また当部の黒田記念室は,美 術研究所設立のため遺産と遺作を寄付 した黒田清輝の

作品および関係資料を保管しているが,毎 週1回 一般に公開 している。

A研 究 ・調査活動の概要

O前 年度より継続の文部省科学研究斑総合研究 「日本16・7世 紀 における絵lllliと工芸

の相関性の検討」(代 表者中川千咲美術部長他,所 内7名,所 外12名)に ついて本年

は,画 家と工芸家の生活環境の比較及び交渉の実態の文献的考察,金 鵜装飾画と蒔絵

の手法 ・デザインにおける関連性,宗z派 における絵画と工芸,陶 磁における絵付の

モチーフとデザインとの関連,風 俗画に見る染織,ま た,絵 画工芸にみる南蛮モチー

フの比較検討などの分担諌題のもとに調査研究を進めた。

その結果,土 佐家文r後 藤家文書,晴 豊公記等から工芸に関する興味ある事項を

多数見出し,大II　'八幡神社,薬 師堂,瑞 巌寺等の調査からは工芸建築装飾に多 くの知

見を得,ま た,宗 達派の料紙装飾にみるL芸 的手法の調査か らは蒔絵 などの文様との

関連について新たな資料を得た。金沢大聖氏所蔵の占九谷,石 川県を中心とした陶磁

器の調査,東 京国立博物館保管の小袖雛形,桃 山江戸前期の染織品の調査,宮 城県 白

石市片倉家所蔵の染織品の調査,神 戸南蛮美術館その他所蔵の初期洋風画や漆工,陶

磁器の調査撮影など,こ のテーマに関する相当量の資料を集めた。この種未開拓分野

の研究に重要な資料を蒐集することが出来,今 後の研究に資すところが大きい。

O本 年度新たに実施 した文部省科学研究費一般研究(A)「 日本美術の主要作品に関す

る基礎的研究(担 当者,関 野克以下所内18名)は,日 本美術史上の代表的作品につい

て,当 研究所美術部の絵画 ・彫刻 ・工芸等各分野の専門研究者と,保 存科学部の建築

史,物 理学,科 学の専攻者が協力 し,一 般美術史的鑑識 ・様式分析に,顕 微鏡写真,

赤外線写真,X線r線 透過撮影,蛍 光X線 分析等の光学的諸方法を援用 して調査研究

を行ない,様 式 ・技法 ・材質等の徹底的解明をはかって精密なる資料を収集すること

を目的とした ものである。

撮影調査活動は,1.曼 殊院黄不動像 ・神護寺釈迦如来像 ・高山寺仏眼仏母像 その

15

1



L

他o)仏 画,2.餓 鬼草紙 ・地獄草紙 ・法然上人絵伝等の絵巻,3.万 福寺 ・徳川美術

館などの黄桑関係画像及近世障屏画,4・ 南蛮文化館 ・神戸市立南蛮美術館の南蛮関

係ltT1作品,5.高 橋 由一 ・荻原守衛など明治期絵画 ・彫刻,6.新 薬 師寺本尊及び十

二神将ならびに平安初期彫刻,7.東 大寺彩絵油色箱 ・当麻曼奈羅厨子扉絵等の漆芸

`1、1,,1一杉神社 ・徳川美術館等所蔵染織品などについて行なった。今回は特に光学的研

究に必要な機器の整備により,従 来不明であった材質 ・技法あるいは内部構造などを

も明らかにすることが出来た。研究費の交付が11月 であったため,幾 多の制約があっ

たがほぽ所期の目的を達 し,今 後の研究に資す るところ大であった。

O特 別研究 「日本近代美術の発達に関する明治前期中期の基礎資料集成」は,第 二研

究室企員によって前年度に引続き当時の新聞,そ の他の刊行物 美術教育,博 覧会等

のiiaLj料,関 係者の書簡,作 品等について調査を進め,基 礎的資料の蒐集につ とめ

た。

り各研究員の調査研究,2.3名 による共同研究及び他機関,大 学における科学研究

費総合研究への参加などに関しては各 自の研究調査活動の項を参照されたい。

り各個ならびに共同研究の成果は,大 体46年 度発行の 「美術研究」,当部の研究会にて

発表しているが,「 美術研究」は本年度には275号 か ら280号 に至る6冊 を発行 した。

なお成果は他の学術誌,学 会などにおいて も公表 している。

Q弟 二研究室を中心とする現代美術の動向調査は経常的事業であるが,45年 の結果を

「日本美術年鑑一昭和46年 版一」として刊行した。

B研 究 題 目

中 川 千 咲(美 術部長)

〔1〕 近世工芸意匠に関する研究

江戸時代初期を中心に陶芸及び漆芸の意匠に関する調査研究。

〔II〕 近代陶芸の調査研究

明治大正期における陶芸界の動向を中心としての調査研究。

〔皿〕 日本16・7世 紀における絵画と工芸の相関性の検討

昭和46年 度科学研究費総合研究Aの 代表者として研究班を組織 し,主 題に関

し調査研究を行 なう。

16
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V研 究活動及び事業

久 野 健(第 一研究室長)

〔1〕 平安初期彫刻の研究

日本各地に分布する平安初期彫刻を精査し請遺品の様式的関係と技法,流 派

等を明確にする。また天平彫刻と平安初期彫刻との関係を考察する。

〔II〕 中部地方彫刻の研究

中部地方に散在する古彫刻を精査 し,そ の東国的性格を明かにする。また中

部地方の遺像と中央彫刻との関係を考察する。

〔皿〕 白鳳彫刻の基礎的研究

全1劃に分布する白鳳彫刻,こ とに出土した仏像彫刻をも加えて,そ の様式的

展開と地方性を考察する。

〔Ⅳ〕 光学的方法による日本彫刻の調査研究

X線 γ線等を利川 した光学的方法により,わ が国の飛鳥時代か ら鎌倉時代ま

での古彫刻の内部構造,造 像法を検討し,真 偽の判定にも役立つような基礎

的資料を集めることに努めている。

σ

柳 澤 孝(第 一研究室)

〔1〕 日本仏教絵画史0)研 究

(1)平 安 ・鎌倉時代の主要作品に関し,光 学的方法を援用する実証的な調査を実

施 し,そ れぞれの作品の占めるべき様式的位置の解明に努めると共に,図 像

学的な考察にも及ぷ 、

(2)白 描図像の調査研究

〔II〕 平安時代後期世俗画の研究

特に四天王寺所蔵扇面法華経冊子に関する調査研究の続行。

〔皿〕 敦煙絵画の研究

年記銘ある敦煙請来絹絵仏画に関する調査研究の続行。

田 村 悦 子(第 一研究室)

〔1〕 和漢書道史の研究

1.上 代 ・中世の仮名書道が国文学との間に もった交渉 ・関腓の歴史的研究

17
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2.室 町時代の実用的走り書き様の特異なる一書風の研究。

〔皿〕 異体字の歴史的研究

唐の書道の影響以前の異体字の調査研究。

猪 川 和 子(第 一研究室)

〔1〕 飛鳥 ・奈良時代彫刻史の研究

古代彫刻史に関する諸先学の研究の諸相を検討 し,そ の間題点を明らかにし,

彫刻史の基礎的研究に資する。

〔II〕 平安 ・鎌倉時代彫刻の調査 ・研究

全国各地に分布する平安 ・鎌倉時代の彫刻を調査 し,資 料の蒐集整理を行い,

時代,作 風 技法,作 家の系統等を考察,文 献的裏づけを行い,日 本彫刻史

の研究の基礎とする。

〔皿〕 尊像別分類による彫刻の研究

〔皿〕の展開として,尊 像別分類により,諸 尊の整理を行い,形 式上の伝承と

発展,種 別を究め,歴 史的背景を探索し,様 式的特色,作 風,時 代変遷を明

確にする。

亀

宮 次 男(第 一研 究室〕

〔1〕 絵巻物の研究

絵巻遺品について網羅的に調査 し,そ の編年的研究を行なうことによ って,

様式の変遷をあとづけ,時 代的 ・流派的特色を明らかにする。

〔皿〕 経典説話図の研究

法華経関係説話図を,経 巻見返絵と字塔曼陀羅を中心に,そ の図相の変遷と

定着について調査研究する。

〔皿〕 肖像画の研究

主に似絵 ・高僧像 ・頂相を対象とし,そ の時代的特色と様式の変遷,頂 相に

おける日本的特質など,遺 品調査にもとついて検討する。

●

●

秋 山 光 和(第 一研究室)研 究員(併)
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V研 究活動及び事業

〔1〕 日本古代 ・中世絵画の研究

〔Ⅱ〕 中央アジアおよび敦煙絵画の研究

〔皿〕 光学的方法による東洋絵画の技法材質に関する研究

岡 畏 三 郎(第 二研究室長)

〔1〕 明治末 ・大正初期に於ける新絵画運動の研究

草土社,日 本美術院の運動を主として。

(II〕 日本近代美術の発展に関する明治前期 ・中期の基礎資料の調査研究

工部美術学校,画 塾,初 期洋画家等につき基礎資料の蒐集と研究を行う。

関 千 代(第 二研究室)

〔1〕 日本近代絵画史の研 究

(1)狩 野芳{k1}i1の作 品と伝記資料及その1」辺についての調査研究を続行。

(2)前 田青邨作品調査と研究。

〔II〕 初期油彩画に関する科学的方法を含む美術史的研究

保存科学部との共同により研究をすすめるもので,科 単的方法による油彩画

の研究を中心に調査実験を行なう。

〔皿〕 日本近代美術の発達に関する明治前期 ・中期の基礎資料の調査研究

〔IV〕 現代美術の動向についてo)調 査研究

6

■

坂 本 満(第 二研究室)

〔1〕 近代美術における東西交流

16世 紀より19世紀に至る汎世界的な美術の交流を,絵 画を中心として研究。

〔Ⅱ〕 西欧版画史

15世 紀以降の西欧美術における版画の展開とその役割,つ まりイメージのレ

パー トリーおよびその媒体としての役割の美術史的な位置づけ(こ れは〔1〕

とも関連する)を 研究。

〔皿〕 日本近代美術の発達に関する明治前期 ・中期の基礎資料の調査研究
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陰 里 鉄 郎(第 二研究室)

〔1〕 大正 ・昭和初期絵画の調査研究

万鉄五郎の作品および関係資料について調査と研究を続行。

野田英夫,松 木竣介について調査。

〔II〕 初期洋風美術の調査研究

第2次 洋風美術,特 に幕末期の洋風画家についての調査。

〔Ⅲ〕 日本近代美術の発達に関する明治前期 ・中期の基礎資料の調査研究

〔IV〕 現代美術の調査研究

川 上 脛(資 料室長)

〔1〕 中国絵画史の研究

中国絵画史研究の基礎作業どして,宋 元明清画家の作品および伝記資料 の蒐

集整理を継続。

〔H〕 中世東アジア絵画史の研究

宋元代の中国絵画,高 麗朝の朝鮮絵画および日本中世絵画の交渉影響関係の

精査を企図する。

田 実 栄 子(資 料室)

〔1〕 近世初期染織品の研究

上杉神社所蔵の伝上杉謙信 ・上杉景勝所用服飾類の調査 ・研究を中心に,伝

徳川家康所用服飾類等同時代の服飾類,名 物裂系統外来裂の調査 ・研究を続

行。

〔皿〕 小袖の研究

形態の変遷,模 様の様式並びに技術 ・技法の変遷 ・進展,用 布の地質の調査

・研究を続行。

〔皿〕 伝統的染織の調査 ・研究

わが国における伝統的染織品並びにその技術 ・技法の調査を機会ある毎に行

って研究を続行。

〔IV〕 上代裂の研究
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の

永 雄 工(資 料室)

〔1〕 日本 ・東洋美術史の文献学的研究

江 上 緩(資 料室)

〔1〕 平安朝書跡資料に施された絵画装飾の研究

平安時代の書跡資料に施 された絵画的襲飾を絵画史的見地から研究する。

〔II〕 日本古代文様の様式的,形 式的研究

日本古代文様全般を様式,形 式の両面から歴史的に研究する。

関 口 正 之(資 料室)

〔1〕 日本仏教絵画史研究

(1)密 教画研究

明王系画像を中心に資料を蒐築整理 し様式的検討を試みる。

(2}仏 画に使用された装飾文様の研究

.仏 教尊像の着衣等に施こされた装飾文様を蒐集整理し仏画の様式との関連を

検討する。

〔皿〕 南詔国 ・大理園の仏教美術研究

中国雲南省に興った南詔 ・大理の仏教美術についてチベットや中央アジァの

美術との図像学的,様 式的影響関係を検討する。

河 野 元 昭(資 料室,昭 和46年10月1日 就職)

〔1〕 探幽 ・常信縮図の研究

既撮影の探幽 ・常信縮図を中心に,索 引によって利用 しやすい態勢を整え,

江戸狩野成立にどのような役割を果 したかを考える。

〔皿〕 抱一派の研究

抱一派の資料を収集する。それらを基に酒井抱一の画風展開と光琳との美的

特質の違いを,当 時の江戸画壇との関係に注目しなが ら考察する。

(皿〕 円山四条派の研究
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1

円山応挙画風成立の過程を,資 料収集に努めながら跡づける。

中 村 伝三郎(主 任研究官)

〔1〕 明治以降の主要彫刻家の伝記資料及び作品の調査研究

(1)竹 内久一の業績について前年度よりの調査を継続。

(2)荻 原守衛の 「生涯と芸術」のうちく画家志望の在京時代〉を新出資料に基づ

き改めて考究。

(3)新 海竹太郎の業績について改めて調査

〔皿〕 現代 日本美術の調査研究

(11彫 刻 を中心に工芸 ・絵画の動向を総合的に常時調査考究 している。

(21国 際美術展を主とした戦後美術の動向の調査研究

東京国立近代美術館との総合研究(科 学研究費)に 参加,「 日本に招来され

た国際美術展」を分担。

〔m〕 日本近代美術の発達に関する明治前 ・中期の基礎資料の調査研究

ら

上 野 ア キ(主 任研究官)

〔1〕 中央アジァ古代絵画史の研究

中央アジア古代絵画遺品について,国 内資料の収集整理を行なうとともに,

在外資料の収集と情報の交換につとめる。

〔皿〕 敦煙絵画の研究

敦4=,``画と敦煙画の両面における編年的考察を行なう。

〔皿〕 大谷コレクションの研究

同コレクションの全貌把握のため,資 料収集及び様式的検討を続行。 M

C研 究 ・調 査 活 動(昭 和46年4月 ～昭和47年3月)

『

中 川 千 咲(美 術部長)

総合研究 「日本16,7世 紀における絵画と工芸の相関性の検討」で,仙 台,京 都,

金沢等の総合調査に参加し,陶 磁 ・漆芸等の調査を行なった。

なお,8月 の九谷窯趾第2次 発掘に参加した。
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V研 究活動及び事業

久 野 健(第 一研究室長)

46年4・5月 には,関 東地方所在の在銘像の調査を行なう。すなわち横浜市龍華寺

の大永4年 銘地蔵菩薩坐像,称 名寺の二王像,行 田市八幡神社の僧形八幡神像,持 宝

院不動三尊像,万 福寺愛染明王/tear長法寺阿弥陀如来像,6・7月 には京都園立博物

館寄託の宮町区蔵の薬師如来像及び滋賀県鶏足寺の諸尊像等の調査を実施 した。また

中部地方古彫刻調査の一つとして9月 には糸魚川市の雲台寺,浄 福寺,宝 伝寺,釈 迦

堂,天 津神社.耕 文寺,日 光寺等の諸像の調査撮影を行なう。また秋には東京国立博

物館で行われた 「平安時代の彫刻」展に出陳の古彫刻の詳細な調査撮影を行ない,延

暦寺の千手観音像や鞍馬寺の毘沙門天像等はX線 撮影を行ない成果を得た。12月 には

京都國立博物館寄託の園城寺十一面観音像及び清涼寺の阿弥陀三尊像,獅 子窟寺の薬

師如来像等平安初期の代表的遺品を精査し,47年1月 には千葉県岩坂部落有の虚空蔵

菩薩像,小 松寺の銅造十一面観音像の調査撮影を行なった。さらに2月 には新薬師寺

の薬師如来像及び十二神将像のX線 及び赤外線,普 通写真による調査を実施 し,そ の

結果は近く美術研究に発表の予定である。

聖

柳 澤 孝(第 一研究室)

〔1〕(1)平 安 ・鎌倉時代の仏教絵画の主要作品のうち,京 都 ・奈良国立博物館保管の

諸作品一神護寺釈迦如来,曼 殊院黄不動,高 山寺仏眼仏母,知 恩院早来迎など

(以上京嬉),干 手観 音(奈 良博),並 びに個人所蔵普賢十羅刹女像などについ

て,光 学的方法による調査を行ない,そ れぞれの様式技法に関する詳細な実証

的研究を実施した。(2}ユネスコ東アジァ研究センター仏教美術研究部会の専門

委員として,鳳 鳳堂の総合調査における絵画部門を担当し,詳 細な調査研究に

従った。また同研究センターの依嘱により,1960～69年 の10年 間にわたる仏教

美術関係文献 目録の堀纂事業を分担 した。

〔II〕扇面法華経冊子の成立問題に関し,玉 葉諸写本0)検 討や如法経と経塚との問題

の解明ないし平家納経見返し絵の様式や料紙装飾法との比較考察を通 して詳細

な研究を推進 し,も っとも可能性ある年代的結論を提説した。

〔皿〕 年記銘ある敦煙請来絹絵仏画については,前 年度に引き続き写真資料の蒐集整

理を行ない,か つ図像学的並びに様式的研究を実施した。
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田 村 悦 子(第 一研究室)

〔1〕 書道史と国文学とが交渉関腓する領域に研究を向けた。日本文学では散文にも

和歌を入れることが多い。その散文の中で和歌をどういう形に書 くかの書式は

多様であるが,諸 書式の先後展開の径路をあとずけ,物 語文学の発生に関係す

る考察を試みた。

臼1〕 国文学作品の書写は優麗な早仮名を以てされたことが多いが,文 学の受容鑑賞

が盛になると,さ して美を意図せぬ走り書き書風で多量に文学作品が書写され

る。室町時代は暗黒時代でなく寧ろ後者の時期と考える事が出来,こ れ迄書道

美術史か ら閑却された写本が少くない。その一つとして 「こわたの時雨」の吉

川忠氏蔵写本を調査 し,そ ういう走り書き書風 も意を用いぬ点に自然の美が存

することを見出し,又,中 世文学研究に重要な資料を提供した。

〔m〕 目本における異体字は奈良平安時代に階唐のそれが,鎌 愈室町に宋元のそれが

影響 し,こ れらについては先に調査研究 したが,そ れ以前六朝の異体字の感化

を受けている聖徳太子自筆法華義疏を調査研究した。 これについては文部省科

学研究費の交付をうけた。

」

禽

猪 川 和 子(第 一研究室)

昭 和146年度は,研 究題目〔1〕に関しては,法 隆寺彫刻に関連して,最 近の飛鳥,奈

良時代彫刻史研究の動向を考察,従 来の調査結果をまじえて法隆寺の彫刻の講演を行

った。

〔II〕 に関しては,平 安時代の主要な彫刻,唐 招提寺講堂像に類似する香川正花寺

菩薩像,奈 良薬師寺十一面観音像,和 歌山金剛宝寺観音像五躯,兵 庫中山寺十一面観

音他,三 重普賢寺普賢菩薩,朝 田寺地蔵,文 化庁薬師如来,峯 定寺千手観音,鞍 馬寺

毘沙門三尊ほかの多 くの像の調査撮影(X線 撮影をも含む)を 行った。鎌倉時代彫刻

としては個人蔵の弥勤菩薩を紹介,南 北朝時代彫刻の中,と くに円派を中心とする作

家の諸作例を集め,美 術研究に発表した。

「Ⅲ〕 に関しては,平 安初期の四天王の作例を網羅 し,形 制についての研究を論文

にまとめた。

の

i
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V研 究活動及び事業

宮 次 男(第 一研究室)

〔1〕 南北朝～室町時代の絵巻遺品についての調査を行い,特 に長谷寺縁起と西行物

語絵巻について,そ の成立時期と製作年代についての検討を行った。また御物

蒙古襲来絵巻,京 博所蔵絵巻類の調査などを行った。

〔II〕厳島神社に所蔵される平家納経以外の法華纏】0種についてその見返絵を調査 ・

撮影し,立 本寺蔵法華経文字塔曼陀羅8幅 を調査 ・撮影 した。

〔皿〕 黄粟宗関係の絵画のうち,万 福寺所蔵の画像を調査 ・撮影した。また,四 国,

山陽の地方にある頂相及び羅漢 ・十土図の調査を行った。

1

2

3

秋 山 光 和(第 一研究室)研 究員(併)

平等院鳳恩堂扉絵の調査研究

扇面法華経の絵画に関する研究と報告作成

米国所在の絵巻物および中国説話画巻の調査

岡 畏三郎(第 二研究室長)

〔1〕 大正期における絵画運動について,当 時刊行の諸資料を調査蒐集し,又 当時の

作家,美 術関係者を訪ね所蔵作品や資料の蒐築につとめた。

〔II〕明治美術の基礎資料の調査研究については,新 聞,雑 誌,展 観目録,そ の他当

時の諸記録をもとに,美 術関係施設,展 覧会,博 覧会,美 術界の動向につき,

資料の蒐集につとめた。

D

関 千 代(第 二研究室)

保 存科学部との共同研究である 「油彩画における科学的方法による研究」に比較的

多くの時間を割いた。同研究は,従 来この種のものがなく,今 回を最初とするので,

研 究に相応わしい対象物を選定 し,こ の調査研究を行った。その対象は次の通りで,こ

れにより,貴 重な基礎的データーの資料を得ることが出来た。a)黒 田清輝作品(本

所収蔵品)b)高 橋由一作品(金 刀比羅宮蔵品)c)秋 田蘭画,長 崎絵画(長 崎県立

・同市立博物館蔵品)そ のほか島津家蔵品の狩野芳崖箪 「犬追物図」を鹿児島市尚古

集成館において調査撮影を行い・また前田甫邨作品集製作に参加,作 品撮影にあたり
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随時調査を行った。

坂 本 満(第 二研究室)

46年2月 末よりフランスの国立図書館に日仏美術考古学会の給費研究員として派遣

され,47年3月 まで同図書館版画室の世界でも有数の14世 紀末から現代に至る西欧版

画資料を系統的に調査。この聞ミュンヒェン中央美術史研究所,ク ラコフ大学附属図

書館,ワ ルシャワ1立 美術館,ロ ンドン ・ブリティシュ ・ミュゼウム等の所蔵版画も

調査する機会を得た.

ム

」

陰 里 鉄 郎(第 二研究室)

先年度に引続き万鉄五郎関係資料を調査 し,そ の結果を 「美術研究」所載論文にま

とめた。また兼ねてから続継中の高橋由一に関する調査は,そ の結果の一部を神奈川

県立近代美術館における展覧会に役立てることができた。10月 か らオランダのライデ

ン大学日本研究センターおよびフランスのパリ国立図書館に文部省在外研究員として

出張。オ ランダでは多数の川原慶賀の作品を調査し,他 に初期洋風画家の作品の源泉

に関する調査を続行中。

川 上 浬(資 料室長)

昭和46年10月 正木美術館所蔵日本中世絵画,同 年10・12月 万福寺および同寺塔頭所

蔵中国画 ・U本 近!lt絵画,昭 和47年2月 神奈川県立博物館 「鎌倉の水墨画」展出品日

本中世絵画,栃 木県吉沢氏所蔵中国画を調査した。

昭和46年11月 台北故宮博物院所蔵宋元明清絵画約90点 の調査を行った。

田 実 栄 子(資 料室)

研究題目の中,特 に力を注いでいる 「近世初期染織品の研究」は,三 つの科学研究

費(当 研究所の一般 研究A《 担当者 ・関野克》,当 研究所の総合研究A《 代表者 ・中

川千咲》,東 京国立博物館の総合研究A《 代表者 ・北村哲郎》)に 加わってい た た

め,米 沢 ・上杉神社,仙 台市博物館,白 石 ・片倉家,水 戸 ・徳川家,名 古屋 ・徳川美

術館,山 口 ・野田神社,防 府 ・毛利博物館,東 京国立博物館,京 都国立博物館等で,
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V研 究活動及び事業

実物調査を頻繁に行なった。

また・ 「小袖の研究」は,こ の年二十年来の研究をまとめて,一 般書ではあるが,

文化庁監修 ・至文堂発行の日本の美術67「 小袖」一冊にまとめた。

「伝統的染織の調査 ・研究」は,こ の年は久留米耕と博多織の現地調査を主 とし,

「上代裂の研究」は機会あるごとに行なった。

_　

江 上 緩(資 料室)

平安時代書跡資料に施された絵1画的装飾の調査研究と しては,奈 良興福寺蔵の重要

文化財紺紙金字成唯識論について駐ねて調査を行なった他,御 物の安宅切ならびに絹

地切についても京都御所で調査を行なった。また47年3月 より米国に調査旅行 し,関

係遺品を調査した。大陸との関係における日本占代文様の研究についても,資 料の収

集につとめ,研 究を進めた。

関 。口 正 之(資 料室)

(11密教画研究にりいては愛染明王像に関する文献資料の蒐集を行なった。②仏画装

飾文様研究では昨年度から継続して資料蒐集を行なっているが,本 年は(D密 教 画研究

の意味も込めて京都 ・奈良国立博物館寄託の仏画(神 護寺釈迦如来 ,高 山寺仏眼仏母,

曼殊院黄不動,松 尾寺普賢延命など)に ついて調査し資料の蒐集を行な った。

河 野 元 昭(資 料室)

46年10月 ・12月二度に亘り黄環仙 万福寺所蔵品の調査撮影を行なう。47年1月 新し

く見出された日光東照宮陽明門の密陀油彩色画(狩 野英信下画)の 調査撮影 を 行 な

う。2月 浮世絵協会主催在外浮世絵展出品作品,関 東の水墨画展(神 奈川県立博物館)

出品作品の調査撮影を行なう。同月大阪西福寺,篠 山専念寺に於て,森 狙仙を中心に

森派関係資料の収集に努める。

中 村 伝三郎(主 任研究官)

〔1〕 明治以降の彫塑史研究を専攻しているので,こ の時期関係の作品及び文献資料

の調査蒐集に常時つとめているが,特 に今年度は,前 々か ら協力 してきた 「杜
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園の芸術」展(5月1日 ～6月20日 奈良県立文化会館)の 開催をみたので,

この展観内容を調査見学するとともに,当 展を担当した浅井允晶学芸員の好意

によって,森 川杜園(1820～1894)関 係の文献資料,ひ いては明治初期 ・中期

の彫刻関係基礎資料を精査することが出来た。このことは前年度より調査を継

続 している竹内久一の業績に関して,明 治10年 代 の奈.良における森川杜園との

密接な関係について更に研究を深めるのに好機会となった。

〔u〕 現代日本美術の動向を,彫 刻を中心に工芸 ・絵画など総合的に調査研究をすす

めているので,「 日本美術年鑑」編集のために必要な資料蒐集も兼ねて,都 内

はもとより近県の公私美術館での諸展,街 の多 くの画廊で各週毎に開かれてい

る個展やグループ展など重点的に観覧調査 し,従 ってこれに費す時間は一年中

の大半 といえる。

上 野 ア キ(主 任研究員)

ソ連名品百選展に出品されたエル ミタージュ博物館所蔵の誓願図について原所在の

比定を行なって発表 し,従 来未発表のソ連の資料に関する情報収集の枠を拡げる機会

をiた 。また各国の中央アジア美術史研究者と資料の交換につとめている。

敦煙絵画研究の総合研究 も継続 し,数 度の研究会を重ね,多 くの新資料に接 し,新

知見を得た。

なお平安時代仏画の調査撮影に同行 した。
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①

④

昭

く績業究研要主D

中 川 千 咲(美 術部長)

①赤絵(日 本の美術71)

②丸 文のある古九谷の二作品

至 文堂47・4

美 術研 究27546・11

久 野 健(第 一研究室長)

(D東 北 古代彫刻史の研究

(D願 成就院

中 央公 論 美 術 出版46・10

〃47・3



②新潟県下の古彫刻

②平安初期の地蔵菩薩像について

②平安初期における如来像の展開 上

③日本彫刻く世界美術小辞典〉

④平安初期彫刻の展開

柳 澤 孝(第 一研究室)

③世界美術小辞典 日本編 ・絵画(占 代 ・中世1)

④扇面法華経冊Fの 成tr.をめ ぐって

田 村 悦 子(第 一研究.,)

② 吉田忠氏蔵古写本 「こわたの時雨」についてL

③高野切 ・熊野懐紙 ・巻子本和漢朗詠築その他

③定家と土佐 日記

⑤物語 ・草子類における和歌の書式

猪 川 和 子(第 一研究室)

②観世音寺の美術

②天文十一年修理銘のある弥勤簿薩像について

②平安時代の四天王彫像の形制について

②新知見の南北朝時代在銘像

③日本名宝事典彫刻 解説

③世界美術小辞典日本彫刻解説

⑤法隆寺の彫刻

宮 次 男 第 一研究室)

① 面と肖像 供 著)

②長谷寺縁起(上 ・ド・公fiJ)

V研 究活 動 及 び事 業

越 佐 研 究46・10

ミz一 ジ ァ ム24746・10

美 術 研 究27647・3

芸 術 欄47・1

東 京 国 立 博物 館 講 演 会46・11

芸術新潮262

美術 部研究会

ト 美 〃ド∫{りF究276

//2f!

日本 名 宝'∬典

中 日新 聞

美術 部 公 開学 術 講 座

月刊文化財93

史三変と美術417

ミュージァム246

美術研究280

小学館

芸術新潮

研究所開所記念、溝演会

美 ψド∫fリチうヒ275

小学館

276278
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46.12

47・2
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46・7

46・9

47・3
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47・1
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46.11

46・6

46・5

47,11
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⑨雪渓筆獅子 ・虎豹図屏風解説

③桧趣入門(2-13)

③文兎筆一遍上人絵伝解説

古美術35

日本美術工芸391-402

古美術36

46.12

46・4
へ47・3

47・3

秋 山 光 和(第 一研 究 室)研 究 員(併)

② 源 氏 物 語 の 絵 画 論(源 氏 物 語 講座 第5巻)有 精 堂46・9

QQTheZenithoftheJapanesescroll‐paintinginXIIthcentury

米 国 コ ロ ン ビァ 大学47・3

Thedevelopmentofthelandscapepaintinginearlymedieval

Japan 米 国 ペ ンシ
ル ヴ ァニ ア 大学47・3

Tun‐huangPien‐wenandJapanesenarrativepaintings

米 国 ペ ン シル ヴ ァニ ァ大 学47・3

←

1

岡 畏三郎(第 二研究室長)

①創作版画の拾頭(日 本絵画館 ・大正篇)

①風景版画(日 本の美術)

②山下りんの伝記と作品

③小出栖 重く近代 日本美術家の文献紹介〉

講談社

至文堂

美術研究279

現代 の眼

46・6

47・1

47・1

46・ll

陰 里 鉄 郎(第 二研究室)

②円鳥会一万鉄五郎の周辺 絵86

②洋画家の南画く岸田劉生 と万鉄五郎の場合〉 三彩278

②村 山椀多論 世界

③洋画図版解説(日 本絵画館 ・大主篇)講 談社

③川上冬崖 神奈川県立近代美術館 ・高橋由一展目録

③辻永の世界 茨城県立美術博物館 ・辻永展目録

③万鉄五郎く近代 日本美術家の文献紹介〉 現代の眼204

川 上 浬(資 料室)

46・4

46・]0

47・3

46・6

46・7

46・9

46.11
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一

①渡来絵画(日 本絵画館12,共 著)

②祁秀佳の画蹟 上

田 實 榮 子(資 料室)

①小袖(口 本の美術67)

② 桃山 ・江戸前 ・中期の産衣十三領について

一近世小裁 ・中裁衣類調査報告一一

卜

V研 究活動及び事業

講談社46・10

美休」{冴究27947。3

至 文 堂46・12

美術研究280号47・3

江 上 緩(資 料室)

②興福寺蔵紺紙金字成唯識論の荘厳画

⑤平安時代料紙装飾の美

関 口 正 之(資 料室)

②]970年 の歴史学界一回顧 と展望一

②文化庁保管愛染明王画像

③世界美術小辞典(日 本絵画,占 代

④細見家蔵愛染明王画像について

河 野 元 昭(資 料室1

③谷文晃筆爆布図

③円山応挙筆東山三絶図

③立原杏所筆東照神君図

美シド∫`りF究27746・9

美術 部公 開 学 術 講 座46・]0

日木占代 ・美術史の項)

史学尉霞轟志80-5

美術研究280

・中 世の項)芸 術新潮262・263

美 術部研究会

中 村 伝三郎(主 任研究官)

②荻原守衛一その生涯と芸術一(中)4

③現代 日本彫刻への道

③近代 日本の彫刻一その黎明期一

③大久保実雄の人と画業

46・5

47・3

46・

10,11

,.

i+く1{tt'93046・2

μく1晦警93646・7

iKl舜警94046・10

美術研究279

求 美7

視 る49

大久保実雄画築

47・3

46・4

46・6

47・3
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(6)たい どう彫刻村 春の野外彫刻展

⑥戦後彫刻と共に一彫刻応援団長の弁一(1)(21

(6)二科展 ・行動展彫刻評

⑥新制作展 ・一陽会展彫刻評

(6)日展第三科(彫 塑)評

三 彩27446・7

絵9]・9246°9
,10

新美 術 新 聞146・9

新美 術 新 聞246・10

新 美 術新 聞346・11

上 野 ア キ(主 任研究官)

(2)エル ミタージ ュ博物館所蔵ベゼクリク壁画誓願図について 美術研究279

③ トルファン壁画誓願図(美 の美)口 本経済新聞

③日本美術史7～9プ リンターズサークル3-6,8,10

⑥原 川淑人博士著 「増補漢六朝の服飾」 「唐代o)服 飾」 考占学雑誌56-4

E料 学 研 究 費 題U

(IV予算2科 学研究費補助金交付決定額の項参照)

47・3

46・5

46

4～9

46・3

② 芸 能 部

芸能部は,日 本の伝統芸能の保存に資するために必要な基礎的理論的研究を行なう。

芸能部は,演 劇研究室 ・音楽舞踊研究室 ・郷土芸能研究室の三室より成る。

演劇研究室においては,目 本古典演劇(主 として歌舞伎 ・人形浄瑠璃などの近111_liii

劇)を,音 楽舞踊研究室においては,日 本古典昔楽及び日本古典舞踊(雅 楽 ・声明 ・

平曲 ・能 ・邦楽 ・邦舞など)を,郷 土芸能研究室においては,全 国各地に分布して伝

統芸能の源流や展開の過程を示す民俗芸能を,そ れぞれの研究対象 とする。

各室の研究目標としては,以 上の諸芸能の理念 ・構造 ・技法 ・技術及びその継承保

存に関する研究などがあり,そ の研究に必要な資料の収集 ・整備,記 録の作成として

の撮影 ・録音などの作業を行なう。また研究の結果は,刊 行 ・講演会の開催などによっ

て公表する。

c

A研 究 ・調査活動の概要
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V研 究活動及び事業

芸能部全員による共同研究としては,前 年度に引き続き,歌 舞伎音楽の研究を行な

った。前年度までに終了した付帳写真資料の整備により,パ ンチカー ドに記入し,分

析 ・索引の資料を作製した。

次に各研究室におけるおもな研究調査活動を挙げる。演劇研究室においては,(1洛

地の大学 ・図書館所蔵の演劇資料の調査 ・撮影 ・整理を続け,(2膿 村舞台 ・かけ踊り

の調査 ・録音 ・撮影を行な った。また芸能部録音室において,歌 舞伎嘱子の演奏を録

音 した。なお別に雑誌 「歌舞伎新報」の索引刊行の準備を始めた。

音楽舞踊研究室においては,(1)語 り物芸能の研究,(2}寺 院行事の研究,(3)能 の様式

の研究を行なった。1116つ いては,黒 川能王祇祭の調査 ・録音 ・記録を行ない,天 台

宗 ・黄壁宗 ・華厳宗の諸法会における講賛 ・論義 ・授戒等の語り物的要素を調査 ・録

音 した。②については,南 部諸寺 ・万福寺 ・延暦寺等の主要行事を調査 した。特に41

年度以降,継 続的に研究調査を実施 して来た束大寺修二会については,ビ クター レコ

ード「漫 婁観音髄(お 水取り)」 の螂1磁 修し講 成 鰍 を担当した.・ の

レコー ドは,本 年度芸術祭において,優 秀賞を授けられた。(3)については,前 年度に

引続 き,能 楽全般にわたる構成および技法の研究成果を公表する準備を行なった。そ

の他,義 太夫節の曲節型について,従 来の曲節型名にとらわれずに新たな解析を試み

るための準備を行なった。なお,芸 能部録音室において,一 噌 幸政 ・田中一次の演奏

により,能 の笛のアシライ吹きの各旋律型を録音 した。

郷 上芸能研究室においては,沖 縄への渡航を初め,各 県に出張しての実地調査のほ

か,東 京における全国民俗芸能大会や,ブ ロック別の地方大会に出場 した芸能の撮影

・録音などを行なった。また民謡歌詞樂成の研究については,各 地伝承の民謡歌詞を

既刊書目 ・現地調査資料等から収集する作業を続けた。なお芸能部録音室において,

大神楽鏡味派家元鏡味小仙一座の奏演により,同 家伝来の古曲のうち,掛 け合いの曲

目4種 を録音 した。

別に,音 楽舞踊 ・郷土芸能の各研究室においては,安 原コレクション邦楽 レコード

の整理を続け,そ れぞれ 「音盤 目録」皿 ・IVの刊行の準備を進めた。

なお,各 研究室は人員寡少のため,随 時,他 の研究室員の応援参加によって作業を

進め,「 芸能の科学」3と して,「 芸能論考」1を 刊行 した。
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B研 究 題 目

浦 山 政 雄(芸 能部長)

〔1〕 近世戯曲の系統的研究

歌舞伎脚本 ・浄瑠璃丸本 ・役者評判記 ・番付類の基礎資料により,近 世戯曲

の歴史的変遷を系統別に検討す る。

〔皿〕 歌舞伎演技譜の研究

歌舞伎の演技の記録を,音 楽の譜と並行する総合的な演技譜として完成する

ための基礎的研究。

〔皿〕 歌舞伎音楽の研究(共)

歌舞伎難子付帳の分析研究により,歌 舞伎演出史を総合的に研究する。

」

、

前 嶋 茂 子(演 劇研究室)

〔1〕 かけ踊の研究

かけ踊の発生と変遷 および現状を明らかにする。

〔皿〕 関東の神楽の研究

能の型付を基本 に考え,神 楽譜を作成する。

〔皿〕 能の様式の研究(共)

年間研究調査活動の概要欄に記 したとおりである。

〔IV〕歌舞伎音楽の研究(共)

年間研究調査活動の概要欄に記 したとおりである。

宮 本 瑞 夫(演 劇研究室)研 究員(非)

〔1〕 地方芸能文化史におけ る舞台の研究

全国に分布する農村舞台のうち,と くに床下に臼を敷 く習俗をもった舞台の

調査研究。

〔皿〕 近松周辺の浄瑠璃作者の研究

紀海音 ・錦文流 ・西沢一風など近松 の周辺作家について,そ の作品 ・作風 ・

作者の研究。とくに一風の浄瑠璃本の調査に重点を置いた。

〔皿〕 享保期歌舞伎の研究

■



V研 究活動及び事業

歌舞伎台帳 ・役者評判記などにより,享 保期の歌舞伎を研究する。 とくにト

書 ・舞台書による演出 ・舞台構造の基礎的調査に重点を置いた。

ー
ジ

横 道 菖 里 雄(音 楽舞踊研究室長)

〔1〕 語り物芸能の研究(共)

年間研究調査活動の概要欄に記した通りである。

〔II〕能 の様式の研究(共)

年間研究調査活動の概要欄に記 した通 りである。

〔皿〕 歌舞伎音楽の研究(共)

年間研究調査活動の概要欄に記 した通 りである。

〔Ⅳ〕 各宗派声明 ・寺院行事の比較研究

佐藤道子技官を中心とする研究に参加 ・協力 した。

島

◎

佐 藤 道 子(音 楽舞踊研究室)

〔1〕 籍り物芸能の研究(共)

年間研究燗査活動の概要欄に記 した通りである。

〔皿〕 寺院行事の研究

寺院行事が内包する多種多様な要素の中から,芸 能的要素を抽出し,各 宗各

派にわたる総合的比較研究を行ない,そ の変遷 ・分化をあとづける。

に}各 宗派声明の比較研究

各宗派に共通の声明について,用 法 ・奏演形式 ・発声法等の分析研究を行な

い,そ の異同を明 らかにし,特 定宗派の独特な声明については,同 様の方法

で特色を明らかにする。

(2}寺 院 に存在する呪師芸 の研究

呪師芸と芸能との関連をたどるため,密 教行事を中心 として,寺 院行事に現

存する呪師芸について調査研究を行なう。

〔皿〕 能の様式の研究(共)

年間研究調査活動の概要欄に記 した通りである。

〔Ⅳ〕 歌舞伎音楽の研究(拠)
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年間研究調査活動の概要欄に記 した通りである。

松 本 確(音 楽舞踊研究室)研 究員(非)

〔1〕 語り物芸能の研究

年間研究調査活動の概要欄に記 した通 りである。

〔皿〕 能の脚本史の研冗

能の脚本上の一番大きな特徴であるく二場形式〉について,そ の発生過程を

探ろうとする研究。

〔皿〕 能の様式の研究(共)

年間研究調査活動の概要欄に記 した通 りである。

三 隅 治 雄(郷 土芸能研究室長)

〔1〕 念仏芸の研究

全国に分布する民俗芸能のうち,特 に分布範囲の広い念仏芸系統の現状と,

その伝播 ・変遷の経路を明らかにする研究。今年度は小歌踊の研究を主とし

た。

〔皿〕 沖縄の民俗芸能の研究

沖縄諸島に伝承され る民俗芸能の分布についての調査と,芸 能の分類に関す

る研究。

〔皿〕 歌舞伎音楽の研究(共)

年 間研究調査活動の概要欄に記した通 りである。

〔Ⅳ〕 民謡歌詞集成の研究(共)

年 間研究調査活動の概要欄に記した通 りである。

仲 井 幸 二 郎(郷 土芸能研究室)研 究員(非)

〔1〕 郷土芸能の研究

前年度に引きつづき,民 俗芸能の行なわれる場所のうち,特 に 「境」を取り

上げ,古 代信仰,民 俗生活との関連において 「境で行なわれる芸能」の意義

を明らかにせんとする研究。

1

¢
1

r
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V研 究活動及び事業

〔II〕民謡の研究

「民謡 の民俗学的研究」 「民謡研究の目的を究明する研究」の一端として,

民 謡歌詞,民 謡集書目,民 謡文献資料等の分類 ・調査,及 び特に芸謡的要素

を持つ民謡に関ずる研究。

〔皿〕 話芸 ・寄席芸の研究

邦楽 レコー ドの分類により,落 語を主として話芸 ・寄席芸を対象とする近世

芸能の研究。

〔Ⅳ〕 民謡歌詞築成の研究(倭)

年 間研究調査活動の概要欄に記した通りである。

C研 究 ・ 調 査 活 動(昭46・4～ 昭47・3)

浦 山 政 雄(芸 能部長)

近世戯曲の系統的研究のため,阪 急学園池田文庫などの歌舞伎台帳を調査し,東 京

大学図書館 ・東京芸大図書館 ・国立国会図書館などの番付類を調査,こ のうち東大所

蔵の紋番付の撮影を完rし た。また故岸本一郎氏所蔵の上方番付を調査し,こ れを収

蔵した。

芸能部録音室において,杵 屋栄左衛門 ・松島庄十郎らによる江戸系歌舞伎嘱子の演

奏を録音 し,歌 舞伎音楽の研究及び歌舞伎演技譜の研究の資料とした。

前 嶋 茂 子(演 劇研究室)

盆 に行なわれている「かけ踊」調査のために,長 野県下伊那郡天竜村坂部 ・上村下栗

・泰阜村森平野等の盆踊 ・くれ木踊の録音 ・撮影を行なった
。

神楽譜作成のため,埼 玉県北葛飾郡鷲宮町鷲宮神社で行なわれている催馬楽神楽の

8m/m撮 影を行なった。

また,大 神楽鏡味派鏡味小仙家に伝わる古曲四種を所内録音室で録音 した。

宮 本 瑞 夫(演 劇研究室)研 究員(非)

農村舞台の研究のため,栃 木県安蘇郡葛生町下牧 ・同県鹿沼市奈佐原町 ・愛知県豊

田市猿投町西広見 ・香川県小豆郡池田町中山 ・佐賀県神埼郡神埼町の近世劇舞台およ
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びその芸能を調査 ・記録 した。

近松周辺の作家研究では,東 京芸大図書館 ・実践女子大図書館 ・早大図書館 ・演劇

博物館 ・国立国会図書館 ・東洋文庫 ・都立日比谷図書館(加 賀文庫)・ 市立西尾図書

館(岩 瀬文庫)・ 市立鎌倉近代美術館などで,主 として浄瑠璃本の所在調査 ・書誌的

研究 ・写真撮影を行なった。

享保期歌舞伎の研究では,歌 舞伎台帳の 「傾城妻恋桜」「松風」「けいせい鵬鵡石」

「けいせい嵐山」などにより,ト 書 ・舞台書カー ドを作成 ・整理 した。

その他,雑 誌 「歌舞伎新報」の索引カー ドを作成 ・整理した。

1
横 道 萬 里 雄(音 楽舞踊研究室長)

語 り物の研究 ・能の様式の研究および歌舞伎音楽の研究については,年間研究調査活

動の概要欄に記した通 りである。

各宗派声明 ・寺院行事の研究については,東 大寺 ・薬師寺 ・新薬師寺 ・法華寺 ・万

福寺靴 ついての調査を行なった・また・「覆杢婁観音悔過(お 水取り)」 と題するビ

ク ター レ コー ドの製 作 を 監修 し,構 成 ・解 説 を 行 な った 。

佐 藤 道 子(音 楽舞踊研究室)

東大寺修二会については,41年 度以降,継 続的に研究調査を実施しているが,本 年

度は,ビ クターレ・一 ド「覆杢雲観音悔過(お 水取 り)」 の製作監修 および構成 ・

解説を行なった。これと関連 して,悔 過会を中心に南都諸寺の法要行事の調査を行な

いつつある。本年度は,薬 師寺花会式 ・新薬師寺修二会 ・法華寺雛会式 ・長谷寺修正

会についての調査を行なった。

また,延 暦寺の主要行事の調査を,44年 度から実施しているが,本 年度は,法 華大

会 ・元三会について調査を行なった。

その他,東 大寺地蔵会 ・解除会,万 福寺年中行事の基礎調査および施餓鬼会 ・宗祖

遠忌諸法要の調査を行なった。

語り物芸能の研究,能 の様式の研究および歌舞伎音楽の研究については,年 間研究、

調査活動の概要欄に記 した通 りである。
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V研 究活動及び密業

松 本 鬼(音 楽舞踊研究室)研 究員(非)

能の脚本様式の点では典型と云われる脇能を取 り上げて,作 品の分類 ・分析をおこ

ない,い くつかの類型を抽出して脇能の歴史を想定 した。

また,演 能調査として東京(鋏 仙会 ・宝生会 ・三春会等)や 名古屋(中 日五流能)

等 の舞台を記録 ・録音 した他,古 い能の姿を探る手掛りとして山形県の黒川能を調査

し,記 録 ・撮影 ・録音を行なった。

語り物芸能の研究 ・能の様式の研究については,年 川研究調査活動の概要欄に記し

た通りである。

三 隅 治 雄(郷 二上芸能研究室長)

小歌踊の研究のため,本 年度はササラ踊(千1,:一)・ 神`jf踊(三 艦県)・ バ ンパ

踊(岡 山県)'雨 乞踊(鳥 取聾む 等を調査 し,写 真 ・録音資料等を蒐集した。

沖縄の民俗芸能に関しては,九 学会連合の沖縄総合調査(文 部省科学研究費総合研

究による)の 一員として,沖 縄本島におもむき,約20日 闇にわたって,本 島内の民俗

芸能を調査 した。また,所 内において沖縄現地から蒐鎚 した資料を分析研究 した。

その他,例 年の通り,全 国民俗芸能大会や地方のブロック別民俗芸能大会に出席し・

調査研究を行なった。

また,大 神楽鏡味派家元鏡味小仙家に伝わる大神楽の古曲のうち,掛 け合いの曲目

4種 を所内録音室で録音 し,記 録をまとめた。

歌舞伎音楽の研究および民謡歌詞集成の研究については,年 間研究調査活動の概要

欄 に記 した通りである。

6

仲 井 幸 二 郎(郷 土芸能研究室)研 究員(非)

民謡の研究に関しては,民 揺集や民謡文献資料のカー ド作製 ・分類を,引 きつづき

行なっている。

「民謡伝播の跡づけ」 「杵築と宗像の神」等の研究を目的と して,平 戸 ・松浦・宗

像地方 の現地採集調査を行なった。

民謡歌詞集成の研究については,年 間研究調査活動の概要欄に記 した通 りである。
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①:著 書 ②:論 文
D主 要 研 究 業 績

昭46・4～ 昭47・3

浦 山 政 雄(芸 能部長)

① 日本演劇史(共 著)

②濡れ場と殺 し場の思想

③浄瑠璃と端唄

③鶴屋南北全集

③文楽義太夫 「冥途の飛脚」 レコード評

③横山正著 「浄瑠璃集」書評

③ 「難波土産」解説 ・訳

⑥鶴屋南北の味

⑤ 日本の芸能

⑤邦楽と現代

⑤日本音楽道しるべ 「狂乱物」

④:研 究発表⑤:講 演 ・放送⑥
③:解 説
:そ の他

桜楓社

学燈社 「国文学」

帝国劇場プロ

芸能

芸能

週刊読書人

日本の古典19「 近松門左衛門」河出書房

伝統芸術の会

東京教育大学

三越劇場

NHKN'M

47・3

46・9

46・5

as・7

4612

47・1

47・3

46・7

46・8

46・9

47・3

前 嶋 茂 子(演 劇研究室)

②かけ踊の研究

②鷲宮の催馬楽神楽

⑤大神楽の系図

芸 能 の 科 学347・3

青渕47・3

朝 日講 堂46・12

宮 本 瑞 夫(演 劇研究室)研 究員(非)

②東北地方の歌舞伎舞台 「農村舞台の総合的研究」桜楓社

②佐渡の地芝居 「農村舞台の総合的研究」桜楓社

②農村歌舞伎舞台仮設の一形式一舞台下に臼を敷く民俗について一

芸能の科学3

③民俗 ・風俗項目 「大 日本百科事典 ジャポニカ17～18」 小学館

③民俗 ・風俗項目 「現代世界百科事典1～2」 講談社

④臼と農村舞台 日本近世文学会
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47・3

46・6

46・9

46.10

47・2
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⑤農村舞台のフォークロア

横 道 萬 里 雄(音 楽舞踊研究室長)

②二月堂処世界日記注解一長禄本処世界日記一

⑤青少年劇場能楽公演での講演

⑤翁 ・三番曳

⑤能の発声法

⑥日本音楽道しるべ 「弁慶物」

⑥能 「鷹姫」上演立合

⑥レ・一ド「峯罐 観音樋(お 水取り)」 構成・解説

佐 藤 道 子(音 楽舞踊研究室)

④南都の悔過会

⑤南都の声明一悔過会について一

⑤法隆寺の悔過会と舞楽法要

V研 究活動及び事業

下野民俗研究会46・5

芸能の科学3

愛知 ・三重 ・奈良 ・千葉県

・日本舞踊協会研修会

TB.Sラ ジオ

NHKラ ジオ

大阪サンケイホール

日本 ビクター

⑥レコー ド 「峯罐 観音悔過(お 水取 り)」構成 ・解説(共)

東洋音楽学会 ・音楽学会

近松の会

東京国立文化財研究所開所記念講演

日本ビクター

松 本 確(音 楽舞踊研究室)研 究員(非)

②能における神楽の研究一 「巻絹」か ら 「竜田」まで一 芸能の科学3

③能の鑑賞

④シテ方 五流の流儀差について

④能と狂言の巫子神楽

⑥今月の舞台から

三 隅 治 雄(郷 土芸能研究室長)

①沖縄文化史辞典(共 編著)

②芸能史の花 「花と日本文化」

②民俗舞踊の源流

②民俗芸能一伝統と現代一

筑摩書房 邦楽大系2

能楽懇談会

朝 日講堂

能楽 タイムズ231235・239

東京堂出版

小原流出版部

「国際文化」209号

「淡交」2692

47・3

as・7

46・8

46・11

47・2

46・7

46・10

46.12

46・6

46・11

46.10

47・3

46・5

46・9

46.12

46・6

47・2

4?・1

46.10

46.11

47・2
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②沖細の演劇 「組踊」 「演劇界」30の1

②沖縄の民俗芸能の分布と分類 「人類科学」24

⑨ 万作芝居とその周辺の芸能 国立劇場プログラム

(3)大神 楽の曲芸 民族芸能68

③ 儒州の芸能 信濃毎日新聞

(鍼二木松石井の七福神と田植踊 「自然と文化」8

③ 民俗芸能と太鼓 「日本の太鼓」2集CBSソ ニー

(3)南目本の芸謡 「折口信夫全集ノー ト編」月報 中央公論社

(3)芸能に生きる島 「沖縄の歴史」朝 日新聞社

(4)沖秘0)民 俗芸能の分布と研究の方向

(4)シンポジュゥム 「音楽と地域性」

(5)民n随 想

(5)沖穐の歌劇

(5)芸能史と沖縄

⑤風流

(6)国立劇場民俗芸能公演 「日本の民俗劇」監修

(6)国立劇場公演 「御冠船踊と琉球歌劇」構成

九学会連合大会

東洋音楽学会 大会

NHKラ ジオ

NHKラ ジオ

九学会連合沖縄講演会

NHKTV

47・1

47・3

46・12

46.12

47

1～3

47・1

47・2

47・2

47・3

46・5

46.10

46・

8～9

46・8

46・8

47・1

46.12

47・3

孤
・

仲 井 幸 二 郎(郷 土 芸 能 研 究室)研 究員(非)

② 芸謡o)周 辺1芸 能14-347・3

③R・L:dtiiと小 歌 と 「折 口信 夫 全 集 ノ ー ト編 」18月 報47・1

⑥ 「折 口信 夫 全 集 ノ ー ト第18巻 芸 謡 ・小 歌 」編 集 中 央 公 論 社47・1

1
ゆ

E科 学 研 究 題 目

(Ⅳ予算2科 学研究費補助金交付決定額の項参照)

㈲ 保存科学部

文化財の材質 ・構造 ・技術の科学的研究,並 びに文化財のおかれている保存還境の
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～

V研 究活動及び事業

科学的研究を行ない,こ れを基盤として文化財o)保 存と修復に関する技術的研究をし

ている。換言すれば,文 化財の自然科学的研究,文 化財を資料とする科学技術史的研

究,文 化財の保存と修理のための科学技術の応用研究の三方面がある。

研究組織としては,化 学研究室 ・物理研究室 ・生物研究室 ・修理技術研究室の4研

究室か らなっている。

化学研究室

文化財及びその保存に関する化学的及び分析的調査研究並びにその結果の公表に関

する事務をっかさどると規定されている。即ち文化財を構成している各種素材の同定

・分析か ら老化 ・崩壊過程の究明とその防止の化学的研究である。分析には微量分析

及び非破壊分析を主として行なっており,老 化防止 ・強化 ・接普等には合成樹脂等の

応用開発に主力を注いでおり,又 空気汚染の文化財への影響或は防虫防徽剤の適否に

ついての研究を行なっている。

物理研究室

文化財及びその保存に関する物理的調査研究並びにその公表に関する事務をつかさ

どると規定されている。文化財自身の構造 ・強弱 ・安定等研究のため,材 料試験を行

ない或ばX線 写真 ・γ線写真等の特殊撮影を応用 し,又,文 化財の保存環境に関し,

採光 ・照明 ・温湿度等の文化財に及ぼす影響とその防止の研究を行なっている。例え

ば美術品の博物館内での展示,収 蔵庫内での収蔵及び梱包輸送に関 し適正条件の設定

と調節技術を開発 している。

生物研究室

文化財及びその保存に関する生物学的調査研究並びにその結果の公表に関する事務

をつかさどると規定されている。文化財に使用され又随伴している動植物的材質の判

定を行なうとともに徽及び菌 ・昆虫等による文化財の微害 ・菌及び虫害の防除のため

保存環境の改善並びに徽及び菌 ・昆虫等の採取 ・同定 ・培養並びに殺菌 ・殺虫のため

の薬剤 と装置の開発を行なっている。

修理技術研究室

文化財の修理に関する科学的 ・技術的調査研究及びその結果の公表 に関する事務を

つかさどると規定 されている。多種の絵画 ・彫刻 ・工芸品は勿論,木 造建造物の天井

・壁に描かれた絵画,柱 ・梁 ・組物等の彩色装飾及び障壁画並びに彫刻的細部から石
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造廼造物の修理に及ぷ極めて広範囲の内容が対象 とされている。 したがって,化 学 ・

物PI!・生物の各研究室の協力のもとに調査研究が進め られる。技術的には修理文化財

を,(1)板 絵 ・彩色木工品 ・漆芸品,(2}紙 布 に描かれた絵画,(3)土 器 ・陶磁器 ・金工品

・石造物の三種類に概ね分けることができる。調査研究は,現 地へ出張する場合と,

保存科学部ア トリエ内に文化財を移動の上行なう場合とがある。 アトリエは文化財修

理の病室や治療室 ・手術室の役目を果 していて,こ こでは徹底 した科学的調査研究と,

科学的処理を以って1、冒到な修理が可能である。同時に過去の技術の復原と伝統技術の

検討がなされる。

A研 究 ・調査活動の概要

前年度の施設の拡充 ・整備に次いで,昭 和46年 度には内部に若干の人事移動が行な

われ,研 究態勢の再編 ・合理化がなされたρ

特別研究としては昭和46年 度よ り 「書院造等障壁画保存の科学的調査研究」をとり

あげ,新 たに3ヶ 年計画で研究に着手 した。京都に数ヶ所の書院造建築を選び,そ の

中における障壁画の保存環境の長期観測,既 往剥落止め処itの 現状調査,虫 ・徽害調

査などを行なうと共に,彩 色層剥落の原因機構,紙 ・絵具 ・膠などの材質劣化,襖 に

関する枠 ・ド地 ・表装の構造的問題 障壁画に関する伝統的技法等を実験室的に又文

献的に考究している。前年度において一応研究を終了 した 「陳列室並びに収蔵庫の室

内温湿度及び汚染空気が美術品に及ぼす影響とその防除についての研究」に関 しては

46年 度 「保存科学」第8号 において,総 合的報告を行なった。

,q.1X
u研 究では,前 年度に引き続き加曽利貝塚の遺跡保存の研究を行なった。残され

た問題 として,土 壊表面に出る白色の析出物をとめることに主眼をおき,ま ず地表か

ら空中への水分移動を止める色々な企を試みている。46年 度受託研究で手がけた合成

樹脂による剥落止め科学処置は

羽黒山合祭殿内板戸絵彩色(山 形県)

荒川神社船絵馬(新 潟県)

唐招提寺金堂天井彩色(奈 良県)

な どである。

n光 東照宮陽明門両袖外壁牡丹羽目下から発見された唐油画についての研究も受託
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V研 究活動及び'14

研究の枠で行なった。東側面では修理のため牡丹羽目がとり外 され唐油画は直接観察

し得るので,こ れについては材質調査を行ない油材質,顔 料の種類等が判明 した。西

側は牡丹羽目がとり外されることなく,修 理が既に終わっているが,X線 透視により

大和松岩笹巣籠鶴の図が中に存在することが明らかとなった。又東側面錦花鳥図の下

にも牡丹唐草の図柄の一部が残 っていることが透視により分った。

国宝如庵 の移築修理については,こ の年度は現地において古部材の強化 ・補修 ・欠

損補足等の技術指導を行ない,古 材再使用による移築に新手段を確立した。マイクロ

バルーンとエポキシ樹脂のコンパウンドを使用して,前 年度旧富貴寺塔婆初重の復元

が行なわれたが,今 回はこの方法に更に外面仕上を極めて精密に行ない補修部の判別

が出来ない位にした。移築組立終了後樹脂加工結果確認のためX線 透視を行なった。

又石灯篭6甚 が庵に従って移動されたが,そ の補強補修も行なっている。

九州彩色古墳保存に関してはほぼ前年度の研究を継続。

蛍光X線 ・X線 回折等非破壊法による材質分析では金沢市成巽閣色壁 に関する研究

が興味あるもので,ウ ル トラマ リン ・朱などが検出され修理方針確立に寄与した。

文化財保存環境については数年に亘り特別研究でもとり組んでいるが,空 気汚染ガ

ス ・塵埃,生 物汚染などにつき恒常的な研究を続けている。又展示,収 蔵施設など近

年新設 されるもので,内 部の環境を測定 してみて未だ良好でないうちに開館を急 ぐ場

合が多い。このような環境測定,時 としては悪条件に対応する対策樹立などを実際施

設の数ケ所につき行なった。

B研 究 題 目

登 石 健 三(保 存科学部長)

〔1〕 コンク リートより発散される苛性粒子の研究(共)

存 否のテス ト法,粒 子の基礎的性質の研究を引続き行なっている。気体圧力

計に現われる反応が今のところ最も顕著であるが現象は極めて複雑でまだ全

容は掴めない。

〔皿〕X線 γ線による文化財内部構造欠陥等の透視研究(共)

日光東照宮陽明門袖壁下の唐油画についての研究は受託研究として総合的に

調査したが この際X線 透視により現在かくれている絵画の存在様相を明かと

45

〆 一



(DI1

fIVl

(VI

した。又如庵移築組立後X線 透視を行ない,補 強補足処置の適性確認を行なっ

た。

腱示施設 ・収蔵施設内の保存環境(共)

新施設内の保存環境は一般によくないことが多い。この年度ではその際行な

うべき実際上の対策を研究し方法を確立 した。

初期油彩画に関する科学的方法を含む美術史的研究(共)

46年 度 科学研究費を受け美術部 ・保存科学部数名の研究グループの総括を行

なった。

蒔別研究 「書院造等障壁画保存の科学的調査研究」総括

江 本 義 理(化 学研究室長)

lI」 文化財の材質に関する研究

非破壊的分析法および微量試科による分析法の検討とその感度,精 度向上に

関する研究。

X線 分析 ・赤外線分析 ・熱分析などによる文化財の広範囲の材質の判定,変

質 ・劣化および技法に関する研究。

紀年銘,年 代,産 地の標準的文化財の材質に関するデーターの収集。

rn〕 考占遺物 ・遺跡に関する考古化学的研究

遺物の材質研究ばか りでなく,埋 蔵環境と埋蔵時,出 土後の遺物の変質との

関連,遺 構の変質,劣 化の機構や過程を,さ び ・折 出物などから究明する。

出土遺物の変壊生成物に関する考古化学的研究(科 研費 ・一般研究C)

〔皿〕聖気滑染の文化財に及ぼす影響に関する研究

ガスクロマ トグラフィー,ア ルカリ炉紙法などによる汚染因子,汚 染度の測

定,金 属試片の大気腐食度による影響の判定と汚染因子の防除法,並 びに保

存環境調査,被 害状況調査。

門 倉 武 夫(化 学研究室)

〔1〕 文化財の保存環境に関する研究

空気汚染が文化財に及ぼす影響について究明するため,文 化財環境中のイオ
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〔皿〕

〔皿〕

(N)

V研 究活動及び事業

ウ酸化物,窒 素酸化物,炭 酸ガス,じ んあいなどの汚染因子を測定し,汚 染

の成因,挙 動,経 年変化等について検討。

一主としてイオウ酸化物,窒 素酸化物の室内外における挙動について一

特別研究,「書院造等障壁画保存の科学的調査研究」

書院造建造物内の保存環境(空 気汚染分担)

文化財の材質研究に対するCHN元 素分析計,ガ スクロマ トグラフィーの応用

研究

漆,油 の分析法に関する研究。

文化財の公害環境及び被害の実態調査(科 学研究費一般研究 ・D)

ア ンケー ト方式による実態調査を行なう。

■

見 城 敏 子(物 理研究室)

〔1〕 温湿度,日 光による文化財の材質への影響と保存法

紙,漆 塗膜,膠,顔 料,油 絵等各温湿度中における物性の経時変化を測定 し,

その保存対策を研究する。(共)

〔皿〕 漆塗膜の硬化,劣 化過程と古代漆との関連の研究

特殊な方法で赤外線吸収スペク トルを測定 し研究する。

〔皿〕 密陀絵の研究(共)

密陀絵の材料とされてい る唐油の作り方の見込み実験をし,あ わせて材料の

劣化実験を行なう。

〔Ⅳ〕 特別研究 「(書院造等障壁画保存の科学的調査研究)」

膠の劣化の調査研究を分担

膠膜を各温湿度に放置し,粘 弾性及び赤外線吸収スペク トルによる変化を測

定 しその保存対策を研究する。

〔V〕 展示施設,収 蔵施設の保存環境調査(共)

石 川 陸 郎(物 理研究室)

〔1〕 青銅美術品の製作技法に関する研究

鋳造時における金属の組織および加工性を知り製作技法を探究する。
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田}遺 跡保存に関する研究

遺構表面,貝 塚断面などの崩壊防止のための温湿度調節による研究。

〔mlX線 γ線による文化財内部構造,欠 陥等の透視研究

医学におけるレントゲン透視と同様に文化財内部の様相を知って製作技法,

修理状況構造上の欠陥などを知る。

IIV1油 彩 画の表面劣化 に関する研究(科 学研究費一般研究Bに よる)

画面に亀裂が出来るがその原因と対策の研究。

「V〕 特別研究 「書院造り等障壁画保存の科学的調査研究」環境部門一部分担

6

新 井 英 夫(生 物研究室)

〔i〕 文化財劣化の微生物学的研究

文化財の生物劣化を微生物学的観点から研究する。すなわち,各 種材質の劣

化要因となっている微生物の分離ならびにこれら微生物を環境条件に関する

基礎的研究を行 う。

「H〕 文化財の生物劣化防除に関する研究

微生物 ・昆虫による文化財の生物劣化が著しいが,こ れ ら生物の防除を目的

とし,各 種薬剤の殺虫 ・殺菌に必要な条件設定のための基礎的研究を行なう。

〔m〕 減圧滅菌器内の湿度調節

減圧滅菌の際には急激な減圧状態が形成される。この時の内部湿度の変化が

文化財材質に悪影響を及ぼすと考えられるので,使 用に先だって減圧時の内

部湿度の変化を測定し,内 部湿度調節の方法を研究し実験する。

江 本 義 数(生 物研究室)研 究員(非)

〔1〕 国宝,重 要文化財の徽害調査と防除

(11空 中微生物の採取,そ の培養と種の決定。

(21美 術品に発生 した菌の培養,防 除と美術品の保存方法。

〔皿〕 菌類の分類と菌株保存

収蔵庫,絵 画等か ら採取 した菌の分類と保存。

〔皿〕 展示室及び収蔵庫内の温湿度と菌の関係
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●

岩 崎 友 吉(修 理技術研究室長)

〔1〕 出土木製品の保存処置に関する研究(共)

〔皿〕 出土金属製品の保存処置に関する研究(共)

〔皿〕 遺跡の保存処置に関する研究(撲)

〔Ⅳ〕 古代ガ ラスの研究

〔V〕 和紙の保存に関する研究

〔VI〕 絵画資材の研究

〔W〕 文化財保存に関する術語集成

〔呪〕 文化財の科学的保存技術の国際的基準に関する研究

V研 究活動及び事業

中 里 寿 克(修 理技術研究室)

〔1〕 文化財の伝統的技法の細査および記録作製

文化財の修理保存の前提となる技法と施工工程を究明 し体系化する。材質及

破損原因の究明も行なう。

〔II〕 平安鎌倉時代漆芸技法の実証的研究

主に平安鎌倉時代の漆芸についてX線,実 体顕微鏡等を用い材質,構 造,施

工法の調査研究を行なう。

〔m〕 日本占代漆芸晶の技法的研究

縄文,弥 生,古 墳時代の漆芸品について材質,技 法,施 工工程を研究する。

〔Ⅳ〕 障壁画の技法に関する研究(兵)

特別研究 「書院造り等障壁画保存の科学的調査研究」の一部を分担し,絵 画

の技法,襖 の製法について調査する。

茂 木 曙(修 理技術研究室)

〔1〕 文化財の科学的保存技術の研究

主に建造物関係の彩色等の合成樹脂による剥落どめの技術的研究。

〔Ⅱ〕 受託研究による文化財の科学的保存処置のための技術的研究

樋 口 清 治(主 任研究官)
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(1)

〔皿〕

〔皿〕

〔IV〕

〔V〕

木造建造物修理における合成樹脂の利用に関する研究

脆弱木材の合成樹脂含浸による強化,欠 失部の樹脂による補加,整 形及びF.

R.P.に よる補強などにより,再 び建築部材として使用する実験的研究

出土鉄製品保存処置方法の研究

防錆用アクリルエマルションの減圧含浸及びマイクロバルーンとセメダイン

Cの 混合物で,整 形し,考 古学的な復原をする。

緑泥片岩や凝灰岩等の材質からなる石造文化財の保存処置方法の研究

補修用の新しい絵絹に,放 射線照射を して劣化させ,修 理に使用するに適 当な

脆弱性を附与 させる研究(共)

隙壁画の保存に関する研究(共)特 別研究

障壁画の剥離,剥 落の原因および過去になされた合成樹脂による剥落止め処

置の影響に関する研究。

C研 究 ・ 調 査 活 動(昭46・4～ 昭47・3)

登 石 健 三(保 存科学部長)

新施設発足に際し,内 部保存環境の測定と改善とがしばしば必要である。この年度

中には国立公文書館,埼 玉県立博物館,浜 松市立美術館,京 都市美術館収蔵庫,他 二

三の私立美術館の開館に対す る相談を受け,環 境状態の測定,改 善対策の樹立指導等

を行なった。東京国立博物館収蔵庫,奈 良国立博物館,熊 本県立美術館の建設に関 し

ても事前の協議に参画 している。又既設の展示館における特別展覧会でも内部環境特

に湿度調節には格別の配慮を必要とするが,東 京及よび京都国立博物館で催 され た

「ソ連所蔵名品百選展」においては恒湿保持のため特別の対策を構じた。 ヨーロッパ

における御物展,東 京国立博物館における平安彫刻展についても恒湿保持対策で協力

した。

国宝如庵の移築に関しては移築後,強 化処置確認のため現地犬山においてX線 によ

る透視調査を行なった。

日光東照宮陽明門袖壁の唐油画についての受託研究の一部としてX線 透視を行ない,

東 面錦花鳥図下には牡丹唐草 の図柄の一部を,西 側牡丹羽目下には大和松岩笹巣籠鶴
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図の存在することを確認 した。

加曽利貝塚の遺跡保存処置に関しての受託研究の一端として,地 表における析出物

防止の企を計画,こ の部分のみ空気湿度を高湿に保つ試みを行なっている。

江 本 義 理(化 学研究室長)

材質研究 可搬式蛍光X線 分析装置による調査は,科 学研究費(一 般研究B)に

よるものとして長崎県立美術博物館において,初 期洋風画8点 につ き彩色顔料の非破

壊的分析(46・11),又 東 京天理ギャラリーにおいて中国青銅器6点 につき同様分析

を行なった。(46・11)

金沢 市成巽閣の色壁修理に際 し7色 の色壁に使用されている顔料(46・6～9)新

潟県荒川神社絵馬の彩色顔料のX線 分析を行なった(47・2)

日光東照宮唐油絵の調査は,現 地で顕微鏡写真,紫外線蛍光カラー写真撮影(46・

12),採 取 した試科につき材質分析,油 脂分の分析などを行なった。

44年 度から継続の装飾古墳保存対策研究会に今年度も参加した。(46・5,47・2)

考 古化学 科学研究黄(一 般研究C)の 交付 を受け,変 質折出物などにつき宮崎

市,西 都市所在の横穴古墳,臼 杵市,大 分市の石仏群の調査(47・2).天 理 大学参考

館において碑,基 誌,テ ラコッタ,ガ ラス器などについて調査(47・2)を 行なった。

また浜松 市伊場遺跡の発堀時において,埋 蔵環境調査の一環 としてサンプリング,測

定を行なった。

空気汚染の影響,保 存環境 人垣市,徳 勝寺の梵鏡に関 し調査を開始した。(46

4)

特別研究費による書院造り等の障壁画の保存対策に関する調査として京都市二条城,

知積院,大 覚寺,な どの襖絵,板 絵を調査,テ ス トピースの設置を行なった。(47・

1)

従来からの各地の保存環境の汚染度の測定は継続 して行ない国立公文書館書庫の環

境調査を行なった。

門 倉 武 夫(化 学研究室)

当研究所新館非破壊分析室,収 蔵庫,保 存科学部旧館二階及び屋外の新館屋上,旧
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館西側外等でイオウ酸化物,窒 素酸化物,浮 遊粉じんを測定 し,汚 染因子の挙動につ

いて検討。

文化財環境空気中の汚染度を知るため,京 都国立博物館,平 等院,徳 勝寺,高徳院,

根津美術館,箱 根美術館等でアルカリ炉紙法によ り,イ オウ酸化物,窒 素酸化物を測

定,継 続中。

特別研究に関 して空気汚染を分担し,京 都市二条城,智 積院,妙 蓮寺等3地 点の書

院及び屋外計9ケ 所で空気汚染度を測定,続 行中。

CHN元 素分析計の応用として,是 川遺跡出土有機物の元素分析を行なった。

新築の国立公文肖:館収蔵庫内外4ケ 所で空気中のイオウ酸化物,窒 素酸化物を測定,

継桃中。

科学研究費(一般研究D)に よりff公害環境における美術品の実態調査。と題するア

ンヶ一 卜澗査を行なった。調査の対象としたのは都道府県教育委員会,国 公、匿総合博

物館,考 占博物館及び国公私立美術博物館で合計551件,郵 送により回答を求めた。

回答串は60.18%で あ った。

見 城 敏 子(物 理研究室)

国 、乞公文欝館,静 岡県立登呂博物館,京 都市立美術館,埼 玉県立博物館等の展示施設,

収蔵施設の温湿度,偏 苛度を調査した。近年建造後間 もなく開館する為,偏 苛度があ

まり好しくないrl実 際に現場でケース内にニッカペレットを入れて基礎研究を応用し

て見た。汚染 も吸済し,湿 度 も一定になり,研 究成果をあげた。

両陛 ドヨmッ パ旅行紀念展出品御物の梱包に協力 した。受託研究 「陽明門彩画側

壁に関する調査研究」の一員として漆,唐 油の劣化状態を謡査した。

「初期油彩画に関する科学的方法を含む美術史的研究(科 学研究費一般研究B)」

の分担者として油絵の表面劣化を受持ち,黒 田清輝,高 橋由一,小 田野直武,佐 竹曙

山等の油桧初期の作品を調査し,古 い油絵の表面の状態を知る事が出来た。

石 川 陸 郎(物 理研究室)

特別研究の一環として京都二条城,智 積院について年間を通 して温湿度記録を行な

って い る。
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受託研究として加曽利貝塚の保存環境について湿度調節を行ないながら員層断面の

保護にあたっている。

日光東照宮陽明門側壁彩色油彩画のX線 透視をii1'ない描かれている構図,描 き・Eね

られている下絵などを明らにした。

科学研究費(一 般研究B)の 分担として長崎県、Z博物館,琴 ・F宮博物館所蔵等の西

洋画について画面の劣化や修複状況等調査研究を行なった。日本の代表的作品即 ち彫

刻,漆 芸品についてもその製作技法 を解明するため奈良,京 都の寺院,博 物等の所蔵

品0)調 査を行なった。

■

新 井 英 夫(生 物研究室)

日本における蟻害の現状把握のため,文 化庁建造物課主催の蟻筈緊急調査会と第14

回 しろあり対策全国大会に出席した(46・4～5)。

建設中の埼玉県、匿博物館収蔵庫の コンクリー ト賭面に徽が発生し,こ れの調査と防

除を依頼されたので,原 因を調べて防除対策を指示 した(46・7)。

重要文化財増上寺三解脱門の上層解体部材o)虫 轡が著 しく,調 査と防除対策を依頼

されたので,現 地調査(46・5)の 結果,煉 蒸処置(46・7～8)し た。保存科学第9

岳ナ4こ報{号・o

特 別研究(障 壁画)で 卿積院 ・二条城などの生物劣化を調査し,空 気中の微生物を

採丁 した(46・7)。

第2回 国際生物劣化シンポジウム(オ ランダ)に 参加,第1回 国際菌学会議(イ ギ

リス)に 参加,ヨ ーロッパの保存科学の調査,微 生物株保存機関の調査,ボ ロブ ドー

ル遺跡調査の目的で40日 間の海外研修旅行を した(46・8～9)。

科学研究費(一 般研究B)に より初期油絵の生物劣化を研究 ・調査のため,秋 田 ・

九州 ・四国に分散 している油絵を調べた(46・10,46・11>47・1)。

伊勢の神宮文庫の虫害が著 しく,対 策を依頼 されたので,被 害を調査した(46・

12)o

江 本 義 数(生 物研究室)研 究員(非)

福岡県王塚占墳内に発生した菌類の研究。資料を得て菌類の分離,占 墳内の空中菌
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一1

を採取 して培養を行なった。(46・6)

東京都千代田区国立公文書館書庫内の空中微生物の調査。

書類は未だ搬入されて居らず,空 調が行われており,菌 種は少かった。(46・11)

宮崎県宮崎市,西 都市所在の横穴古墳,お よび臼杵市の石仏に発生 した糸状菌の研

究。

資料を得て菌の分離培養を行なった。(47・2)

岩 崎 友 吉(修 理技術研究室長)

加曽利貝塚保存処置

窯跡保存処置

宮崎県立総合博物館保存処置指導

新潟県中条町荒川神社保存処置指導

羽黒山神社板戸絵画保存処置

日光東照宮陽明門絵画調査

新潟県旧県会議事堂天井保存処置予備調査

万福寺本額等剥落止め経年変化調査

如庵部材科学処贋指導

土岐市窯趾保存指導

イラク ・クルナ水没文化財調査

イ ンド・ニューデ リー開催アジア太平洋地域文化財保存会議出席

イタリア ・ローマセンター総会及び理事会出席

]

中 里 寿 克(修 理技術研究室)

漆芸品の調査

科学研究費(一 般研究A)に より中尊寺金色堂什器及経蔵八角須弥壇を調査(47・

2・19～22)し,更 に漆皮箱(四 天王寺),黒 漆油壷(東 大寺).,蒔 絵扉(当 麻寺本

堂),塩 山蒔絵硯箱(京 博),等 を実証的な調査を行なった(昭47・1・19～22)。

その他蓬莱山蒔絵袈裟箱(東 博),片 輪車蒔絵手箱(文 化庁),螺 釦雷文鞍(水 主

神社),左 義長蒔絵硯箱,樵 夫蒔絵硯箱等を調査 した。

■
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古代漆芸品の調査

是川遺跡出土の籠胎漆器二点を調査,合 せて漆液付着の壷11点 を調査した。

建造物の保存処置と調査

受託研究として唐招提寺金堂天井の彩色について調査(47・3・2～5),日 光東

照宮陽明門の外部羽目板の唐油画彩色について調査 し,文 献収集を行なった。大磯の

国宝如庵移築に関 し樋口技官と共同で移築先の犬山において前後3回 にわたり部材の

科学的保存処麗を指導 し記録写真をとった。併せて石灯篭一基の保存処置を行なった。

絵画の調査

科学研究費(総 合研究)に より高台寺霊屋,都 久夫須麻神社(昭46・8・19～21),

仙台 の大崎八幡宮本殿,国 分寺,仙 台市立博物館,五 大堂,瑞 厳寺,円 通院を調査

(46・9・28^31)o

特 別研究費により二条城,西 本願寺,智 積院の障屏画を調査した。

茂 木 曙(修 理技術研究室)

山形県羽黒山神社合祭殿内の板戸彩色保存処置(46・9～47・3)。

新潟県荒川神社の船絵馬85点 の科学的保存処置(46・12～47・3)。

奈 良県唐招提寺金堂天井及支輪等の一部に就いて,合 成樹脂による剥落どめ処置を

行なった。(47・2～47・3)。

以 上は受託研究によるものである。

他に,埼 玉県ユネスコ村の御成門その他の建築彩色保存のため一部に実施 した。

(4?・3)o

樋 口 清 治(主 任研究官)

昭和46年5月 より,国 宝 「如庵」の解体修理に伴い,各 部材の殆んどすべてを,合

成樹脂により強化,整 形をしたが,こ の樹脂処置を中里技官と共に指導 した。この方

法は先年度の旧富貴寺遺材の処置と大体同じであるが,今 回は特に茶室と云う特殊性

か ら,仕 上り後のテクスチャーを損なはないよう最大の努力がなされた。例えば樹脂

が硬化 してから彫刻するように整形 したり,顔 料の配合,ガ ラスマイクロバルーンの

一部使用,古 色づけなどの改良をおこなった。更に現場の技術者達の熟練により,完
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成後は一見して何処を補修したか分か らないほどであった。また,如 庵の庭にあった

石灯篭6基 の保存処置をおこなった。そのうちの1基 は,前 に硫黄を用いて修理され

ていたために,火 袋の崩壊著 しく,保 存状態は極めて悪か ったが,エ チルシリヶ一 ト

系強化剤とエポキシ樹脂等を用いて復原修理をおこない,満 足すべき結果が得られた。

埼玉県北本市の県指定東光寺板碑(緑 泥片岩)の 保存処置も行なった。

最近日本画の修理に用いる補絹用の古い絹が入手困難になってきたので,新 絹布を

古絹のように劣化させることの要求があった。これに対し100メ ガ ラド程度の竃子線

を絹布に照射することが有効であることを見い出し,目 下実用化を目ざして研究中で

ある。

昭和47年2月 より装飾古墳保存対策研究会のメンバーとして,彩 色顔料の保存処置

の研究を行なった。

D主 要 研 究 業 績
0:謬 発表0:論 文

昭46・4～ 昭47・3

請 演 ・放 送⑥'

登 石 健 三(保 存科学部長)

②陳列室 ・収蔵庫内温湿度に関して(共 著)

②室内偏苛空気による乾湿球湿度計の狂い(共 著)

② コンクll一 ト建造物内空気の偏苛性 ・偏酸性(共 著)

③:解 説
その他

② つ く りたて コ ンク リー ト室 内雰 囲気 が油 絵 に及 ぽす 影 響(共 著)

③ 新 施 設 で の 展観 東 京 都 博 物 館 協 議 会 会報11

③ 特別 研 究 「陳 列室 ・収 蔵 庫 の室 内 温 湿度 及 び汚 染 空 気が 文 化 財 に及 ぽ す影 響 と そ の

防 除 」 に つ い て 保 存 科学847・3

●Newconcretebuildingforamuseumorastoroge,with

specialreferencetotropicalclimate.

ア ジ ァ太 平 洋地 域 文化 財 保 存 会 議47・2

⑥Artandarchaeologytechnicalabstracts～ 抄 録 報 告

AATAAbstracts46

　学科存保

9

〃

〃

〃

47

4?

47

47

46

3

3

3

3

9

江 本 義 理(化 学研究室長)
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②汚染空気 による生成物の分析 保存科学847・3

②ガスクロマ トグラフィーによる収蔵庫内外の文化財環境調査(共 著)

保存科学847・3

②奈良国立博物館における正倉院展展示環境調査(共 著)保 存科学847・3

②成巽閣の色壁 保存科学947・3

② 万国博覧会美術館展示環境調査(共 著)保 存科学947・3

④顔料 ・岩絵具 文化財保存科学研究臓 会469.9

門 倉 武 夫(化 学研究室)

② ガスクロマトグラフィーによる収蔵庫内外の文化財環境調査(共 著)

保 存科学

②奈良国立博物館における正倉院展展示環境調査(共 著)保 存科学

②万国博覧会美術館の展示環境調査(共 著)科 学科学

Ω
U

8

Q
り

見 城 敏 子(物 理研究室)

②陳列室 ・収蔵庫温湿度に関して(共 著)保 存科学8

②室内偏苛空気による乾湿球湿度計の狂い(共 著)保 存科学8

②つくりたてコンクリー ト室内雰囲気が油絵に及ぼす影響(共 著)

保存科学9

石 川 陸 郎(物 理研究室)

② 陳列室 ・収蔵庫内温湿度に関して(共 著)保 存科学8

② コンクリート建造物内空気の偏苛性 ・偏酸性 供 著)保 存科学8

⑤建造物調査に用いられる放射線について 文化財建造物修理技術者講習会

新 井 英 夫(生 物研究室)

②重要文化財増上寺三解脱門の燃蒸(兵 著)

⑤木材の生物劣化

47・3

47・3

47・3

47・3

47・3

47・3

47・3

47・3

47

1.18

保存科学947・3

日本工芸会木工芸第2次 研修会47・3
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江 本 義 数(生 物研究室)研 究員(非)

②寺院収蔵庫内の空中菌 保存科学8

②奈良国立博物館内の微生物 保存科学8

②日本万国博覧会美術館内の空中微生物 保存科学9

②神奈川県伊勢原市宝城坊の薬師三尊の防徽 保存科学9

④防徽について 文化財保存科学研究協議会

⑥国立公文書館内の微生物調査報告書 国立公文書館

47・3

47・3

47・3

473

46

9.9

473

岩 崎 友 吉(修 理技術研究室長)

②むかしの環境汚染,公 害MOL

②公文書の保存科学 文部省資料館報NO.15

②発掘に対する化学者の協力 考古学と自然科学第4号

●RestorationofJo‐anteaceremonypavilion

アジァ太平洋地域文化財保存会議

⑤文化財と表面保護 金属表面技術協会講演

⑤史料の科学的保存 文部省史料館講習会

46・10

46.12

47・2

47・2

46・6

46.10

中 里 寿 克(修 理技術研究室)

②平安時代の平文

②古代蒔絵粉の研究

④漆及胡粉下地

仏教芸術80号46・6

保存科学9号47・3

文化財保存科学研究協訟469:9

樋 口 清 治(主 任研究官)

②黄金塚出土鉄製品の保存処置(共 著)保 存科学9

④合成樹脂応用と現状 文化財保存科学研究協議会

⑤文化財修理における合成樹脂について

第16回修理技術者(美 術工芸品)講 習会

⑤文化財(建 造物関係)の 保存と修復における合成樹脂の応用

昭和46年度文化財建造物保存技術者講習会

46・3

46

9.9

46.11

47・1

∂



「

一

⑥石材の表面の化学的処理方法の研究報告

V研 究活動及び事業

装飾古墳保存対策研究会47・3

E科 学 研 究 費 題 目

αV予算2科 学研究費補助金交付決定額の項参照)

F受 託 研 究

●

〔1〕 羽黒山合祭殿内板戸絵彩色保存処置

板戸絵は江戸時代のもので,巾1m・ 高さ3mに 及ぷ大きなものである。杉

板に直接,草 木鶴鶏などが描かれている。剥落どめ処置はPVA2%～4%

の溶液で充分に目的を達した。過去に茅ぷきの屋根の破れから雨 もりがあり,

殆んどの板戸に泥状の汚れが付着 しており,こ れを取除き乍ら実施した。

〔皿〕 荒川神杜船絵馬保存処置

船桧馬は北前船の航海安全を祈って奉納されたもので,天 保8年 以降のもの

86点 で,板 に直接彩色してあるもの,胡 粉下地のあるもの,板 に紙貼 りをし

てから彩色したものなど,多 種多様である。剥離,剥 落の状態も複雑でPV

A溶 液,ア クリルエマルション等を併用 し乍 ら処置を行なった。又殆んどの

絵馬が長期間燃されていたが剥落どめ処置の際にかなり除去出来た。

〔皿〕 唐招提寺金堂天井彩色保存処置

天井 ・支輪共彩色の剥落甚だしく,顔 料の残存部分は非常に少ない。しかし

顔料の剥落部分も,白 土下地が残 って文様の輪郭は可成 り鮮明なものが多い。

この白土による文様を損なわぬように,顔 料の残存部分に,PVA3%溶 液

を面相筆 ・注射器を用いて含滲させ,白 土部分には溶剤性アク リル樹脂8%

溶液を微量吹付けて処置した。尚明治時代に描かれたという天井の複元模様

も,か なり剥離が進行しており,こ の部分に対 しては水溶性アクリル樹脂を

使用した。

〔IV〕 加曽利貝塚の遺跡保存

員塚断面及び住居跡の表面には合成樹脂による崩壊防止処置が施されている

が,そ の表面に白化現象がおこり,そ の殆んどは無機塩 の析出によるもので

あることが分った。この現象を止めるため,地 中より空中への水分の移動を
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Cv)

防止せねばならぬ。46年 度はこれについての二三の試験的方法を実施 したが,

未 だ最良の策について結論に到達 していない。

日光東照宮陽明門両袖外壁の調査

陽明門東袖壁牡丹羽 目の取はず し修理に際して,そ の下に梅に錦花鳥の唐油

画が発見された。この唐油画について美術史的と材質的との両面から調査研

究を行なった。又X線 透視写真によりこの唐油画の下に牡丹唐草の図柄を有

する層が存在することが判明 した。同 じくX線 透視によ り西側袖外壁牡丹羽

目下に大和松岩笹に巣籠鶴の羽目がか くれていることも分った。但し西壁に

っいての透視は全面に及んでおらず部分的であるので,47年 度で全面透視を

行うY定 である。

2事

(1)出 版

業

A美 術 研 究

昭和7年1月 創刊,昭 和47年3月 第280号 を発行。当研究所美術部の調査研究の成

果を公表するための機関誌。主として所属研究員の執筆にかかる論文 ・研究資料 ・図

版解説 ・美術関係文献の校刊等を掲載 し,と きに所外研究者の寄稿を受けることもあ

る。A4判 各 号本文42頁,原 色図版1,単 色図版8,各 年度6冊 刊行。

昭和46年 度(第275号 ～第280号)「 美術研究」の論文題目は次のとおりである。

美術研究275号 昭和46年5月

丸文のある古九谷o)二 作品 中 川 千 咲

新羅金銅仏年代考一特に如来,菩 薩小像の台座形式を中心として一

松 原 三 郎

美術研究276号 昭和46年7月

鹿王院釈迦三尊図について 戸 田 禎 佑

吉田忠氏蔵古写本『こわたの時雨 』について 上 田 村 悦 子

美術研究277号 昭和46年9月

興福寺蔵紺紙金字成唯識論の荘厳画 江 上 繧
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・

v

吉 田忠氏蔵古写本 『こわたの時雨」について 下

美術研究278号 昭和46年11月

平安初期における如来像の展開 上

美術研究279号 昭昭47年1月

エルミタージュ博物館所蔵 ベゼク リク壁画誓願図について

祁秀佳の画蹟 上

荻原守衛(中)四 一その生涯と芸術一

山 ドりんの伝記と作品

美術研究280号 昭和47年3刀

新知見の南北朝時代在銘像

桃山 ・江戸前 ・中期の産衣十三領について ド

ー近世小裁 。中裁衣類調査報告書( 一)-

B日 本 美術 年鑑

研究活動及び事業

田 村 悦_r

久 野 健

上 野 ア キ

川 上 浬

中 村 伝三郎

岡 畏三郎

猪 川 和 子

神 谷 栄 子

昭和11年10月 創刊,毎 年1冊(た だし昭和19年 ～21年 版 および昭和22年 ～26年 版は

各1冊)出 版し,昭和47年3月 までに30冊 を刊行 した。内容は,毎 年1月 から12月 まで

のわが国美術界の活動 ・情勢を記録するもので,美 術界年史 ・展覧会 ・物故者略歴 ・

雑誌単行図書美術文献目録等を収録し,所 内研究員の調査,執 策による。

コ

c皇 罐 賭 悔過(お 水取り)

東大寺の修二会は十四日間にわたる雄大な行法で,奈 良各寺の悔過法要の中でも代

表的なものであるが,そ の全行法をレコー ド六枚に集約 したものである。第一 ・二枚

には,初 夜 ・半夜 ・農朝の悔過作法と授戒 ・数取繊悔 ・法花繊法 ・走りの作法を,第

三 ・四枚には,大 導師作法 ・神名帳 ・過去帳 ・呪師作法を,第 五 ・六枚には,供 養文

・如来唄 ・散花 ・呪願 ・称名悔過 ・宝号 ・圓向文の声明について,そ の変種のすべて

を比較 して収めた。また上記三区分それぞれに一冊ずつの解説書を添え,別 に総説一

冊を加えた。この レコー ドは本研究所の監修にかかり,構 成 ・解説には,音 楽舞踊研

究室員が当たった。なおこのレコー ドに対 して昭和46年 度芸術祭優秀賞が授けられた。
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D芸 能の科学3一 芸能論考1昭 和47年3月

かけ踊の研究

能における神楽の研究

一 「巻絹」から 「竜田」まで一

「天衣紛上野初花」小考

一松江侯邸の場を中心に成り立ちと実説一

農村歌舞伎舞台仮設の一形式

一舞台下に臼を敷く民俗について一

二月堂処世界日記注解

一長禄木処世界 日記一

E保 存 科 学

子

殖

茂嶋

本

前

松

梅 崎 史 子

宮 本 瑞 夫

横 道 萬型雄

保存科学 第8号 昭和47年3月

特別研究 「陳列室 ・収蔵庫の室内温湿度及び汚染空気が文

化財に及ぽす影響とその防除」について 登 石 健 三

陳列室・収蔵庫内温湿度に関して 登石健三1見 城敏子・石川陸郎

室内偏苛空気による乾湿球湿度計の狂い 見城敏子,登 石健三

汚染空気による生成物の分析 江 本 義 理

ガスクロマトグラフィーによる収蔵庫内外の文化財環境調査

江本義理,門 倉武夫

奈良国立博物館における正倉院展展示環境調査

コンクリー ト建造物内空気の偏苛性,偏 酸性

寺院の収蔵庫内の空中菌

奈良国立博物館内の空中微生物

保存科学 第9号 昭和47年3月

成巽閣の色壁

万国博覧会美術館の展示環境調査

黄金塚古墳出土鉄器の保存処置について
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門倉武夫,江 本義理

登石健三,見 城敏子,石 川陸郎

江 本 義 数

江 本 義 数

江 本 義 理

門倉武夫,江 本義理 駐

樋口清治,青 木繁夫

一コ

Z

e
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V研 究活動及び事業

つくりたてコンクリー ト室内雰囲気が油絵に及ぼす影響 見城敏子,登 石健三

日本万国博覧会美術館内の空中微生物 江 本 義 数

神奈川県伊勢原市宝城坊の薬師三尊の防徽 江 本 義 数

重要文化財増上寺三解脱門の燐蒸 新井英夫,森 八郎,原 田豊秋

古代蒔絵粉の研究 中 里 寿 克

Fそ の他の出版物

美術部

支那古版画図録

吉備大臣入唐絵詞

徽宗華張萱摘練図

楓鳳堂雲中供養仏

桃山時代金碧障壁画

富貴寺壁画

印度及南部アジァ美術資料

光悦色紙帖

菱Ⅲ春草

能恵法師絵詞

宮素然筆明妃出塞図巻

u本美術資料

同

同

同

同

近代日本美術資料

同

同

墨跡資料集

同

(美術研究資料第1輯)

同

同

1司

同

同

同

同

同

同

同

第2輯)

第3輯)

第4輯)

第5輯)

第6輯)

第7輯)

第8輯 〕

第9輯)

第10輯)

第11輯)

第1輯

第2輯

第3輯

第4絹

第5輯

第1輯

第2輯

第3輯

第1輯

第2輯

昭 和7

同9

同10

同11

同12

同13

同14

同14

同15

昭 和16

同16

同13

同14

同15

同 〕6

同17

同23

同24

同26

同24

同24
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同

源氏物語絵巻

黒田清輝素描集

栄山寺八角堂

栄山寺八角堂の研究

法隆寺金堂建築及び壁画の文様研究

黒田清輝作品集

東洋美術文献目録 明治以降昭和10年 まで

同 続編 昭和11年 ～同20年

東洋古美術文献目録 昭和21年 ～伺25年

美術研究索引 第1号 ～第 】00号

美術研究総目録 第1号 ～第230号

高雄曼茶羅

東洋美術文献口録 明治以降昭和10年 まで(再iil)

日本東洋古美術文献目録 昭和11年 ～同40年

ほかに科学研究費補助金(研 究成果刊行費)の 交付を受け,

で刊行された図井は次のとおりである。

光学的方法による古美術品の研究

東京国立文化財研究所光学研究班編

渠楷

醍醐寺五煎塔の壁画

平安時代世俗画の研究

近代日本美術の研究

黒田清輝

美術研究所編

高田 修編

秋山光和著

隈元謙次郎著

同

吉川弘文館

便利堂

吉川弘文館

同

大蔵省印刷局

日本経済新聞社

第3輯 同26

同24

同24

同25

同26

同28

同29

同16

同23

同29

同16

同40

同41

同42

同44

または本研究所の監修

昭 和30

同32

同34

同39

同39

同41

芸能部

標準日本舞踊譜

音盤目録1

芸能の科学1一 芸能資料集1一 四世鶴屋南北作者年表
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芸能の科学2一 芸能資料集2一 鮫の神楽台本集成

音盤目録 皿

保存科学部

V研 究活動及び事業

同41

同45

重要文化財円成寺本堂内陣彩色剥落どめ

(東京国立文化財研究所受託研究報告 保存科学 部

国宝明王院五1貢塔内部彩色剥落止本作業及び木材の科学的処置

(同

国宝明王院五IR塔 四天柚塗装処置及び天井板彩色保存処置

(同

国宝西明寺三重塔内部彩色剥落どy)

・霞要文化財東照宮内部彩色剥落どめ

国宝海仕山寺五rMX11.f1内陣板絵及び彩色剥落どめ

重要文化財霊山寺三・R塔内部彩色剥落どめ等科学処iii

屯要文化財万福寺木額,柱 聯,榜 牌等剥落どめ

重要文化財舟屋形内部彩色剥落どめ

国宝興福寺北円堂内部彩色保存処置

国宝崇福寺第一峰門彩色剥落どめ

重要文化財本地堂焼損材補修材料の研究

重要文化財崇福寺三門彩色剥落どめ

重要文化財般若寺十三重石塔初重軸石剥落止め硬化処嗣

重要文化財吉野水分神社本殿建築彩色剥落どめ

国宝薬師寺東塔内部彩色剥落どめ

(同

(同

(同

(同

(同

(同

(同

(同

(同

(同

(同

(同

(同

重要文化財千代神社本殿の向拝手挟の保存修理にかかる保存処置

(同

木造神像二躯の科学的保存処罎(同

第1号)昭 和35

第2号)同36

第3号)

第4号)

第5号)

第6号)

第7号)

第8号)

第9号)

第10号)

第11号)

第12号)

第13号)

第14号)

第15号)

第16号)

同36

同36

同36

同37

同37

同38

同38

同39

同39

同40

同40

同40

同40

同41

第17号)同41

第18号)同42

(2)公 開 学 術 講 座
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美術部

昭和46年10月30日(土)13.30～16.30於 日本経済新聞社小ホール

1「 物語 ・草子類中の和歌の書式」 田 村 悦 子

物語 ・草子類の散文の地の文の間に挿む和歌の書き方は散文と別行独立に書 くこと

が普通見る所であるが,土 左日記の伝自筆本に散文か ら一字あけで和歌を書き続け和

歌のあとも散文にじかに書き続 けていたようなのが古い形で,そ れは漢文古典に於て

和歌を前後とも直ちに散文に続けて書いたことの少 しく変 った ものであり,更 に漢文

中の和歌は漢籍の散文中の詩の書き様から自然に移ってきたものである。土左日記的

の書き方の次に散文から行を変えて和歌を記 るすが和歌のあとは依然直接に散文に続

いている識式になり,そ れから更にいろいろに変化したものであろう。そのような和

歌の挿み方の沿革からして,歌 物語の類は歌集類の詞書+和 歌の形の発展と考える従

来の説よりも,古'婦 己の類から由来するものとみる方がよいであろう。又,和 歌を割

注に書 く特異な形にも注目しその理由について解釈を試みた(そ の類の和歌は,仮 名

書きであるか ら仮名が漢文に対 して補助的として小書されたり,又 は割注のようなと

ころに仮名が多く用いられたので和歌も小字割注にしたのであろう)。

2平 安時代料紙装飾の美 江 上 緩

平安時代の書跡遺品には,輕 麗な装飾を施 したものが多い。奈良時代にもかかる装

飾の例はあり,正 倉院その他にも遺品は存するが,様 式 ・技法の両面から見て,最 高

度の発展が見られるのは,平 安後期,藤 原時代である。その遺例は,11肚 紀中頃から

多 く知られるようになり,1120年 代 ごろに制作されたと考えられる本願寺本三十六人

集あたりにおいて,技 法 上の完成と様式の洗錬の極を見る感}がある。その後,1141年

ごろの久能寺経を経て,12世 紀 後半の平家納経に至ると,や や装飾過多の傾向を呈す

るが,本 願寺本三十六人集においては,各 種の技法,殆 んどあらゆる使用可能な材料

を駆使 しながら,適 度な調和を失していない。これら各種の技法の中には,染 紙の技

法,唐 紙の技法,継 紙の採用,墨 流し,切 箔や砂子の使用,絵 画的の文様ならびに下

絵などが含まれ る。継紙は,本 願寺本三十六人集以外に殆んど遺例を見ない特殊な技

法である。

芸能部
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V研 究活動及び事業

昭和46年12月16日 朝 日講堂

「神楽の技法」

1能 と狂言の巫子神楽 松 本 雍

まず神楽の分類より始め,こ れ らとは別に能の中で演 じられる神楽について,音 楽

的構成を示し,現 在,能 の中で神楽の舞われ る8曲 は,女 神と巫子によること,そ の

女神の舞の種類,巫 子と祝詞の関係を述べた。また狂言の中で演 じられる巫子神楽に

ついて述べ,神 楽は本来1巫 女の舞う神降ろしの舞」で,そ れより 「女神の遊楽の舞」

へ移行したものと説明した。なお説明にはスライ ド・録音テープを使用した。

2大 神楽の系図 前 嶋 茂 子

実演 鏡 味 小 仙

り

獅子の伝来,我 が国における普及か ら説き始め,獅 子に対する信仰心とその娯楽性

が伊勢 ・熱田の御師と結びついて大神楽が発生,や がていろいろな過程を経て現在寄

席でみられるような曲芸中心の大神楽として しかその姿をみることができなくなって

しまった次第をといた。なお鏡味小仙社中には獅子舞と曲挽の実演,解 説をまじえて

の分析をしてもらった。

(3)昌 月∫折言己念 そラノナ∫

昭和46年 度(美 術 ・芸能 ・保存科学3部 合同)

昭和46年11月13日(土)13.0(ンx-16.00,東 京国立博物館大講堂において 「法隆寺

に関する講演会」を開催 した。

1法 隆寺の彫刻 美術部第一研究室 猪 川 和 子

法隆寺の美術を考える上に根本となる法隆寺建立についての再建 ・非再建論争の経

緯について略述 し,推 古天皇三十一年銘のある釈迦三尊像をはじめ,薬 師如来,小 金

銅像,四 天王像等,七 世紀の法隆寺の彫刻の造形様式を概観,釈 迦三尊の作者として記

される止利仏師の現われる素地としての作家の系譜の考察0)一 として,わ が国最古の

飛鳥大仏が止利よりも古くその作者が考えられている最近の説を紹介した。また,法

隆寺彫刻に及ぼした外来影響として,近 年の発掘や発見にか、る中国,高 句麗 百済,

新羅の諸像を含めた近年の研究の動向を紹介,相 互の関連についてもふれた。以上に
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ついて年表,ス ライ ドを併用した。

2法 隆寺の悔過会 と舞楽法要 芸能部音楽舞踊研究室 佐 藤 道 子

口本古来の民俗信仰との関連を色濃く残 しながら,仏 教行事として定着 し,現 在ま

で伝えられている悔過会。舞楽を伴う仏事法要。いずれ も奈良朝以来の伝統をもつ法

要行事であるが,法 隆寺には,修 正会 ・修二会に悔過会を勤修 し,聖 霊会に舞楽法要

が勤修されている。それぞれの法要形式について,ス ライ ド・テー プを使用して説明

した。

3法 隆寺における保存科学的処置

保存科学部修理技術研究室長 岩 崎 支 占

次の諸件について,要 約的、溝演を行なった。

1.法 陥 寺に関する科学的調査,保 存処置等について,大 正より現在に至る一群の

文献,記 録等、,

N

C+')

4

5

6

Z

O
Q

Q
σ

法陥寺金堂壁画につき火災前後を通じての調査,保 存処概。

金堂火災実態の科学的調査。

金堂焼損材,焼 損壁画の保存処置。

金堂天蓋剥落どめ、,

金剛力 量:立像殺虫処置。

金堂壁画再現パネル製作。

法 ・.再処における腐朽部材の再使用のための化学的強化処置。

法隆寺において,保 存作業中に観察 した興味ある現象。

(4)国 際国内関係

美術部

国際関係としては,美 術部の出版物,研 究資料など各国との交換が盛んに行われ,

また,外 国の研究者で当研究所の研究員の指導をうけ,資 料を利用 して研究する者も

多か った。海外出張による調査研究については,陰 里鉄郎第二研究室員が近世 ・近代

日本洋風美術と西洋美術 との関係について調査研究のため,文 部省在外研究員として

46年10月 よ り47年8月 迄の予定で西欧八ケ国に出張 した。また,川 上浬資料室長は,
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V研 究活動及び事業

台北故宮博物院所蔵,宋 ・元 ・明 ・清絵画調査研究のため11月 台湾に出張,江 上緩資

料室員は,日 本古代紋様,並 びに料紙装飾文様の遺品調査のため47年3月 より5月 末

迄米国に出張 した。坂本満第二研究室員は,昨 年より日仏考古学会派遺の研究員とし

てパリ国立図書館に於て14世 紀以降の西欧版画資料の調査に従事 していたが47年3月

末帰国 した。

国内における活動については前記各項に記されている如くであるが,学 会関係とし

て特に美術史学会,美 学会などと接触を密に し,多 くの寄与をなした。

芸能部

困際関係 としては,各 国大学 ・図井館などより芸能部の出版物とo)交 換依頼を受け

ている。

国内における関係学会としては,部 員は各専門別に,芸 能学会 ・芸能史研究会 ・中

世文学会 ・東洋音楽学会 ・日本x171劇学 会 ・日本歌謡学会 ・日本近世文学会などに参加

し,そ れぞれの学会に参与 ・理事 ・委員 ・幹事などとして'　r}.している。

保存科学

1国 際関係

46年 度は広義を含む保存関係で国際的な会議が多く持たれた。

46年4月,ロ ーマセンター総会及理事会が胴催され岩崎化学研究室長が出席,理 事

に再選された。

46年5～6月,ア スパ ックの導門家会議が東京で開かれ,関 野所長のほか当部より

岩崎化学研究室長が参加 した。

46年8月 より9月 にかけ生物研究室新井研究員は第2回 国際生物劣化シンポジウム

(オランダ),第1回 国際菌学会議(イ ギリス)に 参加,合 せてヨーロッパの保存科

学の視察調査,微 生物株保存機関の調査,ボ ロブ ドル遺跡の調査を行 った。

47年2月,イ ンドの二3デ リーにおいてローマセンター及インド政府による南,

東 南アジア及太平洋地域の文化財保存会議が行なわれ,登 石部長,岩 崎修理技術研究

室長が招きにより参加 した。

47年3月 にはユネスコアジY文 化センターによりアジァ地域保存関係者の会議が東

京において持たれ,関 野所長,岩 崎修理技術研究室長が参加 した。

保存科学部への外国よりの来訪者はアスパックの出席者,ア ジァ文化センターの会
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「

議出席者等があった。

46年12月 よ り47年1月 にかけて岩崎修理技術研究室長はイラクのクルナ水没文化財

調査団に参加,現 地に出張 した。

47年3月 より4月 にかけ登石部長はユネスコアジア文化センターより費用の支給を

得てインドネシヤ,イ ンド,タ イ等熱帯地域の保存状態を視察し且つそれ ら各地の保

存関係者と専門的意見の交換を行 った。

皿 国内関係

46年9月 岩崎修理技術研究室長は文部省史料館主催の講習会に出講,「 史料の保存

科学」について講議した。

46年11月,京 都仁和寺において第16回 修理技術者(美 術工芸品)講 習会が開かれ,

樋 口主任研究官は講師を委嘱され講議を行った。

47年1月,文 化財建造物保存技術者養成講習会が東京において開催 され,樋 口主任

研究官,石 川研究員が講師として協力した。

47年3月,日 本工芸会主催にて本工芸第2次 研修会が東京において催され新井研究

員が木材の生物劣化について構義した。

昭和46年9月9日,当 所別館会議室で,文 化財保存科学研究協議会を開催,文 化庁

文化財保護部3課 の担当官,東 京国立博物館,東 京芸術大学その他多数の関係専門家

の出席を得て 「木材を素地と した文化財彩色の保存と修復」に関 して板絵,彫 刻彩色

および建築彩色を対象として活発な研究協議を行なって,極 ゐて大きい成果を得た。

昭和47年2月24日 には同 じく別館会議室で文化財保存科学懇談会(第2回)を 開催,

文化庁文化財保護部長,管 理課長,記 念物 ・美術工芸 ・建造物3課 の課長並びに担当

官の出席を得て,昭 和46年 度 調査研究概要,昭 和47年 度 調査研究予定,第6回 ローマ
●

センター総会,文 化財保存に関する専門家会議(ニ ューデ リー)な どの報告を行ない,

文 化財の公開施設,文 化財保存処置の実施機関,昭 和47年 度特別研究,昭 和47年 度受

託研究,文 化庁よりの研究依頼などにつき懇談し,又 秋期開催予定の保存科学に関す

るシンポジウムについて意見交換を行なった。

9
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V1研 究 施 設 ・設 備

1蔵 書

美術部

東洋古美術 近代 日本美術 西洋美術関係を主として,和 漢(25,605)洋 書(3,4821

を合 わせて,29,087冊,ほ かに美術関係雑芯 売立目録類及び拓本がある。

芸能部

雅楽 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗芸能 ・寄席芸その他わが国の伝統芸能

の研究に必要な図書3,326冊 を所蔵する。演芸画報 ・歌舞伎新報 ・歌舞伎(第1次)・

テア トロ(第1次)・ 上方 ・民俗芸術 ・日本民俗 ・芸能復興 ・郷土研究 ・旅と伝説等

の雑誌,丸 本 ・謡本等の台本も収集している。

保存科学部

占来の伝統的生産及び1二芸技術軍井 技術史,ま たは数少ないそれ らの科学的究明を

試みたもの,修PI':報告il"r調 査報告井,及 び化学 物理 生物学部門の保存科学に関

速ある和洋書を合わせて1,496冊 を収集している。

昭和45・46年 度の新蔵苔数は次のとおりである。

2資 料

美術部

主として写真による美術研究資料であるが,そ の収集の目的は,内 外の資料をあま

ね く収集 ・整理 ・保管して,そ の完壁な収集箇所として美術の研究に資することであ

る。この趣旨に基づいて設立当初から写真撮影による資料の作成をはじめ,印 刷物を
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整理 してこれに加える等その収集につとめている。資料の内容は、 日本美術 ・東洋美

術 ・西洋美術および明治 ・大正美術に大別 し,さ らにこれを絵画 ・彫刻 工゚ 芸 ・建築

等に分類整理 している。その数は特別大型のものから小型のものまで,約13万 余。写

真資料のほかに印譜 ・図版カー ド等がある。

芸能部

レコード・録音テープ・写真(8ミ リ・16ミ リシネを含む)等 による芸能資料を多

数そなえている。 レコー ドには毎年各製作会社から発売される伝統芸能関係 レコード

のほか,昭 和35年 度文部省機関研究費によって購入した安原コ レクションレコー ド

5,450枚 が含まれている。安原コレクションは,明 治・大正'昭 和三代にわたって刊

行された各種邦楽レコードを網羅 したもので,近 代における邦楽の実態 と変遷を知る

上での貴喧な資料となるものである。録音テープ及び写真は,雅 楽 ・能 ・歌舞伎 ・文

楽・邦楽 ・邦舞 ・寺院行事・民俗芸能その他の伝統芸能を対象に記録 してきたもので,

奏演法の解析を中心 とした写真 ・テープ,あ るいは各種文書の記録写真なども含んで

いる。種別による所蔵数は次のとおりである。

区 分 レ コ ー ド

録音テープ シネ フ ィル ム

写 真
7型 5型 $m/m 16nン ㎞

46・3月 ま で 5,809枚 1,016本 262本 99本 3本 多 数

46・4～47・3 6枚 208本 0 2本 0 〃

計 5,815枚 1,224本 262本 101本 3本 〃
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VI研 究施設 ・設備

3機 器 ・設備

美術部

光学的研究設備

光学的鑑識法を東洋 古美術品の研究に応用することは当研究所において既に戦前か

ら企画されていたが,昭 和27年 度にはそれまでの)'備 的研究成果と海外における研究

設備を参考とし,科 学研究費(機 関研究)の 交付を受けて本格的な設備を整えるにい

たった。その後も技術的な進歩に即応 して新規の装置を加え,美 術史学の実証的研究

に多大の貢献をしている。現在の 艶要設備を類別すると次のとおりである。

IX線 透過撮影装置

(1}固 定式白色X線 装置(100KV)1式

(2)固 定式単色X線 装置(80KV)1式

(対蛍光板,支 持台,防X線 用衝立等)

皿

皿

Ⅳ

V

(3)可 搬式白色X線 装置

{4}tiJ搬 式 ソフテ ツクス装ui(J型)

(5)可 搬式ソフテックス装澱(新J型)

〔6)携 帯用ソフテックス装趾(E型)

紫外線照射装胤

(1)固 定 式照射ii't`.

(2)

(3)携 帯用紫外線検査器

ナ トリウムランプ照射装置

赤外線暗視装置及び間接撮影装圃

顕微鏡装置

(1)双 眼実体顕微鏡及び写真撮影装Ul`

(2)

帯用スタンド)

(3)

1式

1式

1式(46年 度購入)

1台

2台

可搬式照射装趾(ブ イリップス紫外線 ランプ及び専用 トランス)2台

1台

2台

1式

新型双眼実体顕微鏡及びカラー顕微鏡写真同時撮影装置(可 動支持台及び携

1式

検査顕微鏡用側視鏡ユニット・モノフォト装置1式(46年 度購入)
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VIマ イクロ写真関係設備

(1)マ イクロ写真撮影装置1式

(付 自動現像機 プリンター,引 伸機,乾 燥機等)

② ポータブル ・マイクロ写真撮影装置1式

(3)マ イクロ閲読機(ル ーモ社製)3台

(4}リ ーダープリンター

芸能部

各種伝統芸能の記録及び分析研究のための設備 ・機器を所有する。

1設 備

録音室(遮 音壁を備える)・ 調整室 ・視聴[:`T(舞台を備える)・ 資料室 ・図,讐;室

Ⅱ 機器

(1}(45年 度 までに購入のもの)

ピッチレコ ーダー

テープレコーダー

ビデオコーダー

1(蛎n撮 影機

16⑲ イn映写機

画γfn撮影機

8nYイn映 写機

35r萌n写 真機

35π戸nマ イクロフィルム解読装置

16ro/fnシ ネフィルム分析装置

ステレオ音声調整卓

スピーカー

スタジオ用照明器具

②(46年 度購入の もの)

8蜘 撮影機

8⑲ イn映写機

保存科学部

主な研究設備
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一

装 置 名

恒温恒湿槽

サ ンシャインウェザーメーター

真空凍結乾燥装置

紙耐揉強度試験機

光電分光光度計

発光分光分析装置

蛍光X線 分析装置

可搬式蛍光X線 分析装趾

X線 回折装概およびデバイ・

シェラーカメラ,ラ ウエカメラ

X線 発生装置

真空蒸着装置

金属顕微鏡

生物顕微鏡

表面アラサ顕微鏡

万能顕微鏡

Co-60γ 線線源

ガイガー ・ミューラー計数装置

自記分光放射計

ガスクロマ トグラフ

(水素イオン化検出器 ・熱伝導

検出器 熱分解装置付)

回折格子自記赤外分光光度計

〃

引張試験機

自動記録式示差熱天秤

炭素 ・水素・窒素分析計

減圧含浸装置

説明,目 的,性 能等

0°X40℃20～90%

劣化促進試験機

自記

非破壊法による元素分析

現場可搬用

結晶同定

中間硬度

表面薄膜形成

透視用3c政 びα2c

放 射線測定

光の分光測定

ガス分析

赤外顕微鏡 他上記機械附属

5KB

VI研 究施設 ・設備

数 量

1

1

1

i

1

1

1

1

1

1

1

1

2

i

1

2

1

1

1

-
↓

-
⊥

ー
ユ

ー
ユ

ー
⊥

-
二
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装 置 名

減圧殺虫装置

超低温槽

'冷却遠心機

粒度分布測定i`

熱膨張計

レオメーター

直読式動的粘弾性測定器

ライ トガイ ドカラーメーター

説明,目 的,性 能等

一50℃

-50C～5°C

粘性試験用

色彩測定

数 量

1

1

1

1

1

1

1

1

文化財の特殊性として,材 質の劣化現象究明のための試験機類,非 破壊的方法によ

る材質調査のための分析機器類,及 び微少試料の分析,調 査などに用いる顕微鏡類な

どである。

4黒 田 記 念 室

この記念室は,本 研究所の創立者故帝国美術院長子爵黒田清輝の功績を記念するた

めに設けられたもので,そ の油絵 ・素描 ・画架等を陳列 している。

収蔵されているものは,油 絵125点 ・素描170点 ・スケッチブック等若Fで ある。

これらは創立当時主として黒田家から寄贈されたものであるが,そ の後,樺 山愛輔

黒田照子 田中良氏等からの寄贈もふくまれており,随 時陳列替を行な っている。毎

週木曜日午後1時 から4時 まで一般に無料公開している。陳列品の主な ものは,「 知

感情」'「 花野」 ・「湖畔」 ・「赤髪の少女」 ・「もるる日影」 ・「温室花壇」等で

ある。

黒田子爵記念室観覧規程

第1条 本研究所の黒田子爵記念室(以 下単に 「記念室」という。)は,こ の規程に

よって一般に公開する。

第2条 観覧は無料とする。
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VI研 究施設 ・設備

第3条 観覧者は,備 付けの帳簿に現住所,氏 名を紀載し,掛 員の指示を受けるもの

とする。

第4条 陳列品の模写又は写真撮影を希望する者は,予 め書面により届出で許可を受

けなければならない。

第5条 観覧者は,記 念室内において左の事項を行 ってはならない。

一 陳列品に手を触れること。

ニ インク・墨汁等を使用すること。

三 飲食及び喫煙をなすこと。

第6条 観覧者がこの規程に違反 し,又 記念室公開の趣旨に反する行為があると認め

るときは,退 場を命ずることがある。

第7条 観覧の日時は毎週木晦日午後1時 か ら同4時 までとし,観 覧を停止する日は

左の通 りとする。

祝 日

開所記念日(10月18)

年 末年始(12月25日 か ら翌年1月6日 まで)

夏 期(7月21Elか ら8月31日 まで)

第8条 本研究所において必要があるときは,前 条の日時を随時変更することがある。

但 しこの場合は予め掲示する。

5閲 覧 室

本研究所美術部の図書及び研究資料は主として研究者 ・学者 ・美術関係専攻の学生

等に公開 している。年間の閲覧者数は,延1,000名 程度である。

■

77



一

蟹

亀

'

岬

員職

員職現1

昭和47年3月1日 現在

日朝所入

1

1

1

1

6

6

1

1

6

1

6

1

0

1

6

8

1

3

1

0

6

7

1

1

5

5

1

13111131331211

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

4

4

6

8

3

6

4

4

1

4

7

4

10

4

1

4

10

11

5

9

6

6

9

2

5

12

10

4

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

27

妬

41

20

28

39

45

46

37

鈎

39

鈴

43

始

必

9

22

17

20

21

22

22

30

42

20

18

33

41昭

名氏

克

義

郎

治
一

子

子

子

也
一

子

ま

二

子

司

咲

郎

キ

健

孝

子

子

男

和

郎

代

満

郎光駄金士、鎖裕靖一伝友た雄"正千憺ア悦和次光彫千鉄野山川江田本原藤釜村田谷橋川塚川村野野沢村川山本里関鬼音藤羽松河斉大本角高高早大中中上久柳田猪宮秋岡関坂陰

名職官

長

長

佐

員

長

官

員

長

官

員

員

員

員

長

官

長

官

荊

長

官

補
門

慧
"

騨

業

難
離

墜

技
"
"
"

則

技
"
"

長

部

務

部

務

能

業

任

部

究

部所課課専係文事係文作事技作部主室文研室文

属所

課

係

係

部

室

室究究務計研研務術一二庶会第第庶美

78



1
員職

資 料 室 室 長 川 上 渾 212・28

文 部 技 官 田 実 栄 子 23.3.31

永 雄 ミ エ 23・9・3

江 上 緩 38.5・1

関 口 正 之 422・1

河 野 元 昭 46.10.1

専 門 職 員 橋 本 弘 次 '21・6・15

文 部 技 官 市 川 和 正 30・7・1

〃 野 久 保 昌 良 36.10.1

芸 能 部 部 長 浦 山 政 雄 27・10・1

演劇研究室 室長事務取扱 浦 山 政 雄

文 部 技 官 前 嶋 茂 子 39.7.1

調査研究員(非) 宮 本 瑞 夫 4151
音 楽 舞 踊
研 究 室 室 長 横 道 萬 里 雄 28・3・16

文 部 技 官 佐 藤 道 子 30・5・16

調査研究員(非) 松 本 雍 44.9.1
郷 土 芸能
研 究 室 室 長 三 隅 治 雄 27.10.1

調査研究員(非) 仲 井 幸 二 郎 41・51

保 存 科 学 部 部 長 登 石 健 三 27.10.1

主 任 研 究 官 樋 口 清 治 37.11.1

化学研究室 室 長 江 本 義 理 27・4・1

文 部 技 官 門 倉 武 夫 32.5.1

物理研究室 室 長 事務取扱 登 石 健 三

文 部 技 官 見 城 敏 子 29.9.1

〃 石 川 陸 郎 32.4.15

生物研究室 室長事務取扱 岩 崎 友 吉

文 部 技 官 新 井 英 夫 45.91

調査研究員(非) 江 本 義 数 33.5.1
修 理 技術
研 究 室

室 長 岩 崎 友 吉 27.4.1

文 部 技 官 中 里 寿 克 39.1.1

専 門 職 員 茂 木 曙 29・71
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員職2旧

(1)昭 和46年 度

所 属 官職名 氏 名 在職 期間 備 考

庶務課

美術部

警 務 員

文部技官
〃

部 長

友 田 薫

辻 惟 雄

戸 田 禎 佑

中 川 千 咲

41・2^-47.3・31

37,646.51

37・6～46・6°16

9,447.3.31

退 職

東北大へ出向

東京大へ出向

退 職

(2)昭 和25年 度 ～昭和45年 度(25年8月 ～45年 度末)

所 属 官 職 名 氏 名 在 所期 間

所 長 事 務 代 理 矢 代 幸 雄 27・4～28・11

所 長 田 中 一 松 27・10～40・3

庶務課(室) 雇(事 務) 山 田 秀 昭 25.1028・4

庁 務 補 助 員 長 沢 ア イ 27・5～29・5

雑 仕 吉 野 茂 七 21.1129.12
〃 諸 星 ハ ル 20・529.12

臨 時 時 筆 生 藤 森 園 子 29・631.11

庶 務 係 長 加 藤 輝 之 27.1034・11

安 岡 潤 34・11～36・10

文 部 事 務 官 長 沢 朝 夫 29・5^-36.11

警 務 員 鶴 田 豊 次 郎 29・4～38・3

庶 務 係 長 鬼 山 光 義 36.1038.4

事 務 員 長 沢 道 子 31・12^-39・7

課 長 小 島 忠 二 26・5～40・3

作 業 員 糟 谷 愛 子 37・2^・40.12

事 務 員 中 村 圭 子 35・11^-40・1

警 務 員 鎌 田 幸 四 郎 29・1～41・2

課 長 補 佐 守 谷 安 知 38・4^-41・6

文 部 事 務 官 本 間 春 次 40・4^・42・3

課 長 野 島 弥 三 郎 414^44・3

事 務 補 佐 員 横 川 千 代 子 434^-44・3

課 長 岩 田 守 夫 444^-45・4

技 能 補 佐 員 三 次 ヨ シ 45・4～46・3

美 術 部 研 究 所 文 部 技 官 島 田 修 二 郎 23・7～26・11

第一 研 究 室 文 部 技 官 白 畑 よ し 5・6～27・8



員職

部 長 松 本 栄 一 24・8^-27・10

第 二 研 究 室 文 部 技 官 河 北 倫 明 181^・27・10

第 一 研 究 室 技 術 員 鈴 木 友 也 28・1～28・2
資 料 室 文 部 技 官 持 丸 一 夫 22・6～29・3

資 料 室 技 術 員 山 田 桂 二 29・2～30°2

第 一 研 究 室 文 部技 官 大 串 純 夫 14・4～30'7

第 二 研 究 室 技 術 員 池 田 涼 子 22・6～33°6

文 部 技 官(併 任) 新 規 矩 男 22・10～34°3

部 長 福 山 敏 男 235^-344

資 料 室 文 部 技 官 小 沢 健 志 264^-363

第 一 研 究 室 長 熊 谷 宣 夫 19・10～37'3

部 長 田 沢 坦 34・6～37'4

第 一 研 究 室 長 伊 東 卓 治 22・5～38・3

文 部 技 官(併 任) 光 沢 嘉 圃 2?・10405

〃 吉 川 逸 治 22・10～40・5

〃 河 北 倫 明 28・4～40・5

第 二 研 究 室 長 隈 元 謙 次 郎 7,641.3

第 一 研 究 室 長 秋 山 光 和 21・10^42・2

部 長 高 田 修 27・12～44・3

芸 能 部 部 長(併 任) 加 藤 成 之 27・10^・326

庁 務 補 助 員 新 井 範 子 27・10～34・10

部 長(併 任) 下 総 覚 三 33・1～37・7

演 劇 研 究 室 事 務 員 玉 木 清 子 34・9～39・6

演劇研究室研究員(非) 戸 部 銀 作 27・10～40・3

音楽舞踊研究室研究員(非) 岸 辺 成 雄 27・10^・42・3

郷土芸能研究室研究員(非) 池 田 弥 三 郎 27.10^-41・3

演劇研究室研究員(非) 石 田 百 合 子 40・4～41・3

〃 阿 部 順 子 40・8^-439

音楽舞踊研究室研究員(非) 山 路 興 造 415^-443

保存科学部 臨 時 筆 生 赤 岡 恒 子 26・4～29・7

庁 務 補 助 員 橋 本 義 雄 28・10^・327

修 理 技 術 研 究 室 長 毛 利 登 37・10～38・4

物理研究室研究員(非) 呉 屋 充 庸 29・4～40・3

修 理 技 術 研 究 室 長 立 田 三 朗 37・10～45・1

注(1}② の所属 官職は,転 退職時を示す。
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一

L

V皿 関 係 法 規

・文部省:.法(昭 和24年 法律第146号最終改正 昭和46年5月27日71号)(抄)

第3節 附属機関

(附属機関)

第36条 第43条 〔審議会〕に規定するもののほか,文 化庁に,次 の機関を置 く。

国立博物館

国立近代美術館

国立西洋美術館

国立国語研究所

国立文化財研究所

日本芸術院

2前 項の機関(日 本芸術院を除 く。)の 長は,文 化庁長官の申出により,文 部大臣

が任命する。

(国立文化財研究所)

第41条 国立文化財研究所は,文 化財に関する調査研究,資 料の作成及びその公表を

行なう機関とする。

2国 立文化財研究所の名称及び位置は,次 のとおりとする。

名 称 位 置

東京国立文化財研究所 東 京 都

奈良国立文化財研究所 奈 良 市

3国 立文化財研究所には,支 所を置 くことができる。

4国 立文化財研究所及びその支所の内部組織は,文 部省令で定める。

・文部糊 法施行規則儂灘 繍 聯 饒 翻(抄)

第4節 国立文化財研究所
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O

M1【 関 係 法 蜆

第1款 東京国立文化財研究所

(所長)

第117条 東京国立文化財研究所に,所 長を置 く。

2所 長は,所 務を掌理する。

(内部組織)

第118条 東京国立文化財研究所に,庶 務課及び次の3部 を置くC

一 美術部

二 芸能部

三 保存科学部

(庶務課の'}嘱)

第119条 庶務課においてはD次 のpl`務をつかさどる。

一 職員の人「掴こ関する'1脇 を処理すること。

二 職員の福利厚生に関する事務を処理すること。

三 公文爵類の接受及び公印の管守その他庶務に関すること。

四 経費及び収人の予卸,決 算その他会計に関する'1嚇 を処理すること。

五 行政財産及び物品の管鯉に関する'1脇 を処理すること。

六 庁内の取締 りに関すること。

七 前各号に掲げるもののほか,他 の所掌に属しない事務を処理すること。

(美術部の3`一 及び'1`務)

第120条 美術部に,第 一研究室,第 二研究室及び資料室を置く。

2第 一研究室においては,わ が国の上代,中 世及び近世の美術並びに東洋美術に関

する調査研究を行ない,及 びその結果の公表を行なう。

3第 二研究室においては,わ が国の近代及び現代の美術並びに西洋美術に関する調

査研究を行ない,及 びその結果の公表を行なうとともに黒田記念室に関する事務を

つかさどる。

4資 料室においては,美 術の研究に関する資料の作成,収 集,整 理,保 管,公 表及

び閲覧並びに光学的方法による美術の研究を行なう。

(芸能部の3室 及び事務)

第121条 芸 能部に,演 劇研究室,音 楽舞踊研究室及び郷土芸能研究室を置く。
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2演 劇研究室においては,演 劇及びその保存に関する調査研究を行ない,並 びにそ

の結果の公表を行なう。

3.r.it楽 舞踊研究室 においては,音 楽及び舞踊並びにこれらの保存に関する調査研究

を行ない,並 びにその結果の公表を行なう。

4郷 土芸能研究室においては,郷 土芸能及びその保存に関する調査研究を行ない,

並びにその結果の公表を行なう。

(保存科学部の4室 及び事務)

第122条 保存科学部に,化 学研究室,物 理研究室,生 物研究室及び修理技術研究室

を置く。

2化 学研究室においては,文 化財及びその保存に関する化学的調査研究(分 析化学

的調査研究を含む。)を 行ない,並 びにその結果の公表を行なう。

3物 理研究室においては,文 化財及びその保存に関する物理学的調査研究を行ない,

並びにその結果の公表を行なう。

4生 物研究室においては,文 化財及びその保存に関する生物学的調査研究を行ない,

並びにその結果の公表を行なう。

5修 珊技術研究室においては,文 化財の修理に関する科学的,技 術的調査研究を行

ない,及 びその結果の公表を行なう。

・文部省定員細則(昭 和44年5月21日 文部省訓令第12号改1E昭 和46年5月31日 第24号)(抄)

文 部省定員規則(昭 和44年 文部省令第12号)第2項 の規定に基づき,文 部ii%Il細

則を次のように定める。

文部省定員細則

1文 部省の本省の各内部部局,各 国立学校,各 所轄機関及び各附属機関別の定員並

びに文化庁の各内部部局及び各附属機関別の定員は,次 のとおりとする。

文化庁

区 分 定 員 備 考

附属機関 国立文化財研究所 113人
各国立文化財研究所
を通じての定員とする。

2各 国立大学,各 国立高等専門学校,各 国立高等学校,各 国立青年の家,各 国立博
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物館,各 国立近代美術館及び各国立文化財研究所の定員は,国 立学校及び本省の附

属機関にあっては文部大臣,文 化庁の附属機関にあっては文化庁長官が,そ れぞれ,

前項に規定する当該国立学校又は附属機関別の定員の範囲内において,別 に定める。

・国立博物館等の機関別の定員について儲 織 易2購 轡 傑)(抄)

文部省定員細則(昭 和44年 文 部省訓令第12}ナ)第2項 の規定に基づき,「各国立博物

館等の機関別の定員について」(昭 和44年5月26日 文化庁長官裁定)の1部 を次のよ

うに改if=.する。

「国立博物館等の機関別の定員について」の表を次のように改める、

機 関 定 員

東 京 国17_文 化 財 研 究 所 48人

附 則

この裁定は,昭 和46年4月1口 か ら適用する。

・教育公繍 例法施行令(灘ll漏1鵬3灘 蹴)(抄)

(教育 公務員以外の者)

第2条 省略

第3条 省略

第3条 の2文 部省設置法(昭 和24年 法律 第146号)第14条 〔團立の学校等〕及び

第36条 第1項 〔附属機関〕に掲げる機関(日 本芸術院を除 く。)並 びに国立学校設

置法(昭 和24年 法律第150号)第9条 第1項 〔高エネルギー物理学研究所〕に規定

する高エネルギー物理学研究所の長及びその職員のうちもっぱら研究又は教育に従

事する者並びに国立養護教諭養成所設置法(昭 和40年 法律第16号)に よる国立養護

教諭養成所の所長,教 授,助 教授及び助手については,法 第4条 〔採用及び昇任の

方法〕,第7条 〔休職の期間〕,舞 ∫11条 〔服務〕,第12条 〔勤務成績の評定〕,第

19条 〔研修〕,第20条 〔研修の機会〕及び第21条 〔兼職及び他の事業等の従事〕

中国立大学の学長及び教員に関する部分の規定を準用する。この場合において,こ

れらの規定中 「大学管理機関」とあるのは次の各号の区別に従 って読み替え,こ れ
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らの機関の長及びその職員をそれぞれ学長及び教員に準ずる者としてこれらの規定

を準用するものとする。

一 法第4条 第1項 〔採用及び昇任の選考〕については,高 エネルギー物理学研究

所の長及びその職員にあ っては 「文部省令で定めるところにより任命権者」,高 エ

ネルギー物理学研究所以外の機関の長及びその職員にあっては 「任命権者」

二 法第4条 第2項 〔採用及び昇任の選考の基準〕,第7条,第11条 及び第12条 に

ついては,「 任命権者」

脅

O東 京国立文化財研究所部室長会議運営規則

(昭和45年1月23日 所 長裁定)

第1条 東京国立文化財研究所部室長会議(以 下 「部室長会議」という。)の 運営に

ついては,こ の規則の定めるところによる。

第2条 部室長会議は,本 研究所の重要事項について協議し,各 部課相互の連絡をは

かることを目的とする。

第3条 部室長会議は,次 の各号にかかげる職員をもって組織する。

一 所 長

二 各部長

三 各室長

四 課 長

第4条 部室長会議は所長が招集 し,そ の議長となる。

2所 長に事故あるときは,会 議出席者の中から互選により議長を定める。

3所 長は必要と認める職員を会議に出席させることができる。

第5条 部室長会議は原則として毎月1回 開催する。ただし緊急を要する場合は,随

時開催することができる。

第6条 部室長会議に関する事務は,庶 務課がこれにあたる。

第7条 この規則に定めるものの他,会 議の運営に関 して必要な事項は,別 に定める。

附 則

この規則は,昭 和45年1月23日 から施行する。
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O東 京国立文化財研究所受託研究取扱規程

(昭 和46年3月15日 所長裁定)

(趣旨)

第1条 この規程は,東 京国立文化財研究所(以 ド「研究所」という。)に おける受

託研究(外 部か らの委託を受けて公務として行なう研究で,こ れに要する経費を委

託者が負担するものをいう。)の 取扱いに関し必要な事項を定めるものとする。

2受 託研究は,研 究所の文化財に関する調査研究L有 意義であり,か つ本来の調査

研究に支障がな く,当 該年度の∫堺 額の範囲内において行なうものとする。

(受託0)条 件)

第2条 受託研究の受人れ条件は,次 の各号に掲げるとおりとす る。

111受 託研究は,委 託者が一方的に中止することはできないこと。

(2}受 託研究の結果,1:業 所 有権等の権利が生 じた場合には,当 該権利を無償で使

用させ,ま たは譲与することはできないこと。

(3)受 託研究に要する経費により取得した設備等は,返 還 しないこと。

(4)や むを得ない'fEff1により受託研究を中止し,ま たはその期間を延長する場合に

おいて も,研 究所は,そ の責を負わず,ま た,原 則として受託研究に要する経費

を委託者に返還 しないこと。ただし,特 に必要があると認めた場合は,不 用とな

った経費の額の範囲内において,そ の全部または一部を返還することがあること。

〔5)委 託者は,受 託研究に要する経費を,当 該研究の開始前に納付すること。

2所1は,前 項に定めるもののほか,必 要と認める条件を別に定めることができる。

3委 託者が国の機関,政 府関係機関または,地 方公共団体である場合は,第1項 第

3号 および第5号 の条件は,こ れを付さないことができる。

4委 託者は,必 要がある場合は,所 長の承認を得てvそ の委託にかかる研究を協力

して行なうことができる。

(決定の方法)

第3条 所長は,当 該研究を担当する職員,当 核職員の所Jrtsする室および部の長の意

見を徴 したうえ受託研究の受入れを決定する。

(受託の申込等)

第4条 受託研究の申込みをしようとする者は,別 紙様式による受託研究申込書を所
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長に提出しなければならない。

2所 長は,受 託研究の受入れを決定したときは,そ の旨委託者および研究所分任契

約担当官に通知するものとする。

3前 項の通知に基づき分任契約担当官は,契 約を締結した旨を,所 長に通知するも

のとする。

(研究の中止聖斜

第5条 受託研究を担当する職員は,当 該研究を中止し,ま たは,そ の期間を延長す

る必要があると認めたときは,た だちに所属の室および部の長を経て所長に報告 し,

その指示を受けるものとする。

2所 長は,受 託研究0)遂 行上やむを得ない理由があると認めたときは,こ れを中止

し,ま たは,そ の期間を延長することを決定 し,そ の旨委託者および分任契約担当

官に通知するものとする。

(研究結果の報告等)

第6条 受託研究を担当する職員は,当 該研究が完了したときは,そ の結果を所属の

室および部の長を経て所長に報告するものとする。

2委 託者に対する受託研究の結果の報告は,当 該研究を担当した職員が前項の報告

後行なうものとする。

3受 託研究の成果を公表するときは,所 長の承認を得て当該研究を担当した職員が

行なうものとする。

附 則

この規程は,昭 和46年4月1日 から施行す る。
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〔別紙様式〕

受 託 研 究 申 込 蒔

昭和 年 月 日

東京国立文化財研究所長 殿

住 所,

氏 名(名 称 ・代表者)印

東京国立文化財研究所受託研究取扱規程箪4条 第1項 の規程により,下 記のとおり

受託研究の申 し込みをします。

記

1.研 究題目

2.研 究目的および内容

3.研 究に要する経費

4.研 究用資材,器 具等の提供

5.そ の他
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